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2
～
9

・身の回りにあるものの造
形的な面白さや楽しさにつ
いて、感じ取ったり考えたり
し、自分の見方や感じ方を
広げる。

1

・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、身
の回りにあるものの造形的な面
白さや楽しさについて、感じ取っ
たり考えたりし、自分の見方や
感じ方を広げている。

○

観察
発言

（小１・２下）
「もっとまるごとたのしもう」

ど
ん
ど
ん
か
く
の
は
た
の
し
い
な
/

わ
た
し
の
お
ひ
さ
ま

（
選
択

）

10
・
11

・楽しくかきたいものを好き
な形や色で表す活動に取り
組み、つくりだす喜びを味わ
うとともに、形や色などに関
わり楽しい生活を創造しよう
とする。

1

・つくりだす喜びを味わい楽しく
かきたいものを好きな形や色で
表す学習活動に取り組もうとし
ている。

○

観察 ☆好きな形や色を
使って想像を広げな
がら好きな物を好きな
ようにかいたときの感
覚を大切に指導す
る。
☆単色だけでなく、色
を重ねたり、こすって
のばしたりして塗る方
法を紹介する。
☆これまでの児童の
経験を聞き取りながら
進めたり、児童がかい
たものをそれぞれ紹
介し合ったりすること
で学級づくりにも生か
す。

（小１・２下）
「きせつをかんじて」

4 ね
ん
ど
で
ご
ち
そ
う
な
に
つ
く
ろ
う

12
13

・油粘土、粘土べらに十分
に慣れるとともに、手や体全
体の感覚などを働かせ、表
したいことを基に表し方を工
夫して表す。
・楽しくいろいろな食べ物の
形を思い浮かべて油粘土で
表す活動に取り組み、つくり
だす喜びを味わうとともに、
形や色などに関わり楽しい
生活を創造しようとする。

2

・油粘土、粘土べらに十分に慣
れるとともに、手や体全体の感
覚などを働かせ、表したいことを
基に表し方を工夫して表してい
る。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
いろいろな食べ物の形を思い浮
かべて油粘土で表す学習活動
に取り組もうとしている。 ○ ○

観察
作品

☆油粘土はよく活用
する材料である。ただ
しその経験には差が
あることが考えられる
ため、粘土で丸や三
角、四角形をつくる活
動などを通して粘土
に十分慣れさせる。
☆イメージがわかない
児童には、実際のお
店のカタログやメ
ニューを見せる。
☆紙皿やスプーン、
フォークなどを用意
し、パーティーの雰囲
気づくりを支援する。

（小１・２下）
「にぎにぎねんど」

5 ち
ょ
き
ち
ょ
き
 

か
ざ
り

14
15

・紙、はさみ、のりなどに十
分に慣れるとともに、手や体
全体の感覚などを働かせ、
表したいことを基に表し方を
工夫して表す。
・切った紙の形や色から感
じたこと、想像したことから、
表したいことを見付け、好き
な形や色を選んだり、いろい
ろな形や色を考えたりしな
がら、どのように表すかにつ
いて考える。

2

・紙、はさみ、のりなどに十分に
慣れるとともに、手や体全体の
感覚などを働かせ、表したいこと
を基に表し方を工夫して表して
いる。
・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、
切った紙の形や色から感じたこ
と、想像したことから、表したい
ことを見付け、好きな形や色を
選んだり、いろいろな形や色を
考えたりしながら、どのように表
すかについて考えている。

○ ○

観察
作品

☆はさみはしっかり開
いて奥から切ることを
指導する。

（小１・２下）
「わっかでへんしん」
「はさみのあーと」

4

小学校　第１学年　『　図画工作科　』　年間指導計画　）
ずがこうさく　まるごと　たのしもう１・２上　

主な評価の観点

月
題
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準 評価の方法
既習事項で押さえる
べき内容
☆指導のポイント

上級学年・後期課程との
関連（同学年を含む)



5 す
な
や
つ
ち
と
な
か
よ
し

16
17

・砂や土の形や触った感じ
などを基に造形的な活動を
思い付き、感覚や気持ちを
生かしながら、どのように活
動するかについて考える。
・楽しく砂や土に体全体で触
れながら、思い付いたことを
試す活動に取り組み、つくり
だす喜びを味わうとともに、
形や色などに関わり楽しい
生活を創造しようとする。

2

・いろいろな形や触った感じなど
を基に、自分のイメージをもちな
がら、砂や土の形や触った感じ
などを基に造形的な活動を思い
付き、感覚や気持ちを生かしな
がら、どのように活動するかに
ついて考えている。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
砂や土に体全体で触れながら、
思い付いたことを試す学習活動
に取り組もうとしている。

○ ○

観察 ☆砂場を事前に耕し
て土や砂を柔らかくし
てから体験させる。

☆砂や土に体全体で
関わる活動は幼児期
においても大切な活
動であり、児童にとっ
ても親しみのある活
動である。児童のこれ
までの経験を大切に
した上で、図画工作で
の資質・能力を育成
できるようにする。

（小１・２下）
　「つないでつるして」

5
・
6

や
ぶ
い
た
か
た
ち
か
ら
う
ま
れ
た
よ

18
19

・クレヨン・パス、のり、紙な
どに十分に慣れるとともに、
手や体全体の感覚などを働
かせ、表したいことを基に表
し方を工夫して表す。
・自分たちの作品や紙など
の造形的な面白さや楽し
さ、表したいこと、表し方な
どについて、感じ取ったり考
えたりし、自分の見方や感じ
方を広げる。
・楽しく破いたりちぎったりし
た紙の形から思い付いたこ
とを表す活動に取り組み、
つくりだす喜びを味わうとと
もに、形や色などに関わり
楽しい生活を創造しようとす
る。

4

・クレヨン・パス、のり、紙などに
十分に慣れるとともに、手や体
全体の感覚などを働かせ、表し
たいことを基に表し方を工夫して
表している。
・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、自
分たちの作品や紙などの造形
的な面白さや楽しさ、表したいこ
と、表し方などについて、感じ
取ったり考えたりし、自分の見方
や感じ方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
破いたりちぎったりした紙の形か
ら思い付いたことを表す学習活
動に取り組もうとしている。

○ ○ ○

観察
作品
振り返り
カード

☆偶然できた形から
面白さを見いださせ、
発想を広げて自分の
表現につなげさせる。

（小１・２下）
「はさみのあーと」
「とろとろえのぐで」

6 お

っ
て
た
て
た
ら

22
・
23

・はさみ、クレヨン・パス、紙
などに十分に慣れるととも
に、手や体全体の感覚など
を働かせ、表したいことを基
に表し方を工夫して表す。
・立たせて並べた自分たち
の作品の造形的な面白さや
楽しさ、表したいこと、表し
方などについて、感じ取った
り考えたりし、自分の見方や
感じ方を広げる。
・楽しく紙を折って立てた形
から思い付いたものをつくる
活動に取り組み、つくりだす
喜びを味わうとともに、形や
色などに関わり楽しい生活
を創造しようとする。

4

・はさみ、クレヨン・パス、紙など
に十分に慣れるとともに、手や
体全体の感覚などを働かせ、表
したいことを基に表し方を工夫し
て表している。
・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、立
たせて並べた自分たちの作品の
造形的な面白さや楽しさ、表し
たいこと、表し方などについて、
感じ取ったり考えたりし、自分の
見方や感じ方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
紙を折って立てた形から思い付
いたものをつくる学習活動に取
り組もうとしている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

☆はさみには、右利
き、左利き用があるの
で、児童にあったもの
を準備させる。

（小１・２下）
「まどをあけたら」
「音づくりフレンズ」
「とびだせぴょーん」
「どんなうごきに見えるか
な」

6
・
7

カ
ラ
フ
ル
い
ろ
み
ず

20
・
21

・色水をつくったり並べたり
するときの感覚や行為を通
して、いろいろな色や形など
に気付く。
・色水の色などを基に造形
的な活動を思い付き、感覚
や気持ちを生かしながら、ど
のように活動するかについ
て考える。

2

・色水をつくったり並べたりする
ときの感覚や行為を通して、い
ろいろな色や形などに気付いて
いる。
・いろいろな色や形などを基に、
自分のイメージをもちながら、色
水の色などを基に造形的な活動
を思い付き、感覚や気持ちを生
かしながら、どのように活動する
かについて考えている。

○ ○

観察
作品
振り返り
カード

☆色水を使った遊び
はこれまでに経験して
いる。その経験を生か
し小学校の学びとし
て、いろいろな色があ
ること、色を混ぜると
いろいろな色になるこ
となど、色について学
ぶことができるように
指導する。

（小１・２下）
「ひかりのプレゼント」
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26
・
27

・紙コップ、紙袋、色紙、はさ
みなどに十分に慣れるとと
もに、手や体全体の感覚な
どを働かせ、気付いたこと
や思い付いたことを基に表
し方を工夫して表す。
・いろいろな形や色などを基
に、自分のイメージをもつ。
・楽しくつくったもので動かし
て遊びながら、試したりつく
りかえたりする活動に取り
組み、つくりだす喜びを味わ
うとともに、形や色などに関
わり楽しく豊かな生活を創
造しようとする。

4

・紙コップ、紙袋、色紙、はさみ
などに十分に慣れるとともに、手
や体全体の感覚などを働かせ、
気付いたことや思い付いたこと
を基に表し方を工夫して表して
いる。
・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、材
料の感じや動かしたときの様子
を見て感じたことや想像したこと
から、表したいことを見付け、好
きな形や色を選んだり、いろいろ
な形や色を考えたりしながら、ど
のように表すかについて考えて
いる。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
つくったもので動かして遊びなが
ら、試したりつくりかえたりする
学習活動に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○

観察
作品
振り返り
カード

（小１・２上）
「おってたてたら」

☆試しながら表すこと
を楽しみ、つくったも
のに愛着をもてるよう
にする。

（小１・２下）
「まどをあけたら」
「音づくりフレンズ」
「とびだせぴょーん」
「どんなうごきに見えるか
な」

9 せ
ん
せ
い
あ
の
ね

24
・
25

・クレヨン・パスなどに十分
に慣れるとともに、手や体全
体の感覚などを働かせ、表
したいことを基に表し方を工
夫して表す。
・生活の中で感じたことか
ら、表したいことを見付け、
好きな形や色を選んだり、
いろいろな形や色を考えた
りしながら、どのように表す
かについて考える。
・楽しく生活の中でしたこと
や感じたことを絵に表す活
動に取り組み、つくりだす喜
びを味わうとともに、形や色
などに関わり楽しい生活を
創造しようとする。

4

・クレヨン・パスなどに十分に慣
れるとともに、手や体全体の感
覚などを働かせ、表したいことを
基に表し方を工夫して表してい
る。
・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、生
活の中で感じたことから、表した
いことを見付け、好きな形や色
を選んだり、いろいろな形や色を
考えたりしながら、どのように表
すかについて考えている。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
生活の中でしたことや感じたこと
を絵に表す学習活動に取り組も
うとしている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード

☆クレヨンなどに違っ
た色がついた時に
は、ティッシュペー
パーで拭くように指導
する。
☆クレヨンなど使った
後は、もとのへやにも
どさせる。

（小１・２下）
「こんなことあったよ」

9 い

っ
し
ょ
に
お
さ
ん
ぽ

34
・
35

・粘土、粘土べらに十分に
慣れるとともに、手や体全
体の感覚などを働かせ、表
したいことを基に表し方を工
夫して表す。
・楽しく一緒に散歩に行きた
い仲間を思い浮かべて粘土
で表す活動に取り組み、つく
りだす喜びを味わうととも
に、形や色などに関わり楽
しい生活を創造しようとす
る。

2

・粘土、粘土べらに十分に慣れ
るとともに、手や体全体の感覚
などを働かせ、表したいことを基
に表し方を工夫して表している。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
一緒に散歩に行きたい仲間を思
い浮かべて粘土で表す学習活
動に取り組もうとしている。

○ ○

観察
作品

☆だれとどこに「おさ
んぽ」に行きたいか、
教師や友達と交流し
ながらイメージを膨ら
ませられるようにす
る。

（小１・２下）
「おもいでをかたちに」

9
・
10

ぺ

っ
た
ん
コ
ロ
コ
ロ

28
・
29

・スタンプの材料、共用の絵
の具やローラーなどに十分
に慣れるとともに、写してで
きる形や色を並べたりつな
いだり重ねたりするなど手
や体全体の感覚を働かせ、
活動を工夫してつくる。
・写してできる形や色などの
造形的な面白さや楽しさ、
造形的な活動、つくり方など
について、感じ取ったり考え
たりし、自分の見方や感じ
方を広げる。

2

・スタンプの材料、共用の絵の
具やローラーなどに十分に慣れ
るとともに、写してできる形や色
を並べたりつないだり重ねたり
するなど手や体全体の感覚を働
かせ、活動を工夫してつくってい
る。
・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、写
してできる形や色などの造形的
な面白さや楽しさ、造形的な活
動、つくり方などについて、感じ
取ったり考えたりし、自分の見方
や感じ方を広げている。

○ ○

観察
作品
鑑賞カード

☆楽しそうに活動する
姿や工夫する様子を
評価する。
☆活動の様子を写真
で残し教室に掲示し
てお互いの活動を振
り返らせる。

（小１・２下）
「つないでつるして」



10 お
は
な
し
だ
い
す
き

（
選
択

）

40
・
41

・クレヨン・パス、共用の絵
の具などに十分に慣れると
ともに、手や体全体の感触
などを働かせ、表したいこと
を基に表し方を工夫して表
す。
・物語を聞いたり読んだりし
て感じたこと、想像したこと
から、表したいことを見付
け、好きな形や色を選んだ
り、いろいろな形や色を考え
たりしながら、どのように表
すかについて考える。
・楽しく物語を聞いたり読ん
だりして思い浮かべたことを
絵に表す活動に取り組み、
つくりだす喜びを味わうとと
もに、形や色などに関わり
楽しい生活を創造しようとす
る。

4

・クレヨン・パス、共用の絵の具
などに十分に慣れるとともに、手
や体全体の感触などを働かせ、
表したいことを基に表し方を工
夫して表している。
・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、物
語を聞いたり読んだりして感じた
こと、想像したことから、表した
いことを見付け、好きな形や色
を選んだり、いろいろな形や色を
考えたりしながら、どのように表
すかについて考えている。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
物語を聞いたり読んだりして思
い浮かべたことを絵に表す学習
活動に取り組もうとしている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

☆オリジナルの挿絵
などでイメージが固定
化しないように指導す
る。

（小１・２上）
「おはなしから生まれた
よ」

10 な
ら
べ
て
な
ら
べ
て

（
し
ぜ
ん
の
ざ
い
り

ょ

う
・

き

ょ
う
し
つ
に
あ
る
も
の
選
択

）

42
・
43

身の回りにある材料を並べ
たり、つないだり、積んだり
するときの感覚や行為を通
して、いろいろな形や色、
触った感じなどに気付く。
・楽しく身の回りにある自然
の材料を並べながら、思い
付いたことを試す活動に取
り組み、つくりだす喜びを味
わうとともに、形や色などに
関わり楽しい生活を創造し
ようとする。

2

・身の回りにある材料を並べた
り、つないだり、積んだりすると
きの感覚や行為を通して、いろ
いろな形や色、触った感じなど
に気付いている。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
身の回りにある自然の材料を並
べながら、思い付いたことを試
す学習活動に取り組もうとしてい
る。

○ ○

観察
振り返り
カード

（小１・２上）
「ぺったんコロコロ」

☆いろいろな並べ方
を十分に試させなが
ら、形や色から並べ
方を工夫させる。
☆この時期の児童が
様々な材料に触れて
おくことは、その後の
活動において発想を
広げていくために重
要であるため、十分
活動させる。

（小１・２下）
「つないでつるして」

10
・
11

た
い
せ
つ
ボ

ッ
ク
ス

36

・空き箱、色画用紙、はさ
み、接着剤などに十分に慣
れるとともに、手や体全体
の感覚などを働かせ、表し
たいことを基に表し方を工
夫して表す。
・箱の形や色、入れたいも
のなどから感じたこと、想像
したことから、表したいこと
を見付け、好きな形や色を
選んだり、いろいろな形や色
を考えたりしながら、どのよ
うに表すかについて考える。
・自分たちの作品や箱など
の造形的な面白さや楽し
さ、表したいこと、表し方な
どについて、感じ取ったり考
えたりし、自分の見方や感じ
方を広げる。
・楽しく箱の形や色を生かし
て入れ物をつくる活動に取
り組み、つくりだす喜びを味
わうとともに、形や色などに
関わり楽しい生活を創造し
ようとする。

6

・空き箱、色画用紙、はさみ、接
着剤などに十分に慣れるととも
に、手や体全体の感覚などを働
かせ、表したいことを基に表し方
を工夫して表している。
・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、箱
の形や色、入れたいものなどか
ら感じたこと、想像したことから、
表したいことを見付け、好きな形
や色を選んだり、いろいろな形
や色を考えたりしながら、どのよ
うに表すかについて考えてい
る。
・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、自
分たちの作品や箱などの造形
的な面白さや楽しさ、表したいこ
と、表し方などについて、感じ
取ったり考えたりし、自分の見方
や感じ方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
箱の形や色を生かして入れ物を
つくる学習活動に取り組もうとし
ている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

☆ボンドを使う際は、
うすくのばして、すこし
まってからはるように
指導する。
☆ねらいを意識しな
がら、いろいろな積み
方や並べ方を試すよ
うに指導する。

（小１・２下）
「わっかでへんしん」

11 す
き
ま
ち
ゃ
ん
の
す
き
な
す
き

ま

54
・
55

・身の回りの隙間の造形的
な面白さや楽しさについて、
感じ取ったり考えたりし、自
分の見方や感じ方を広げ
る。
・楽しくすきまちゃんと一緒
にいろいろな隙間を見付け
る活動に取り組み、つくりだ
す喜びを味わうとともに、形
や色などに関わり楽しい生
活を創造しようとする。

2

・いろいろな形などを基に、自分
のイメージをもちながら、身の回
りの隙間の造形的な面白さや楽
しさについて、感じ取ったり考え
たりし、自分の見方や感じ方を
広げている。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
すきまちゃんと一緒にいろいろな
隙間を見付ける学習活動に取り
組もうとしている。

○ ○

観察
鑑賞カード

☆すきまちゃんの目
で隙間という場所の
面白さを感じ、日常の
生活空間への関心を
もてるようにする。

（小１・２下）
「であって生まれるいろの
せかい」
「草花のおしゃべり」



11
・
12

わ
く
わ
く
お
は
な
し
す
ご
ろ
く

37

・みんなで楽しく遊ぶすごろ
くを、お話を考えながらつく
るときの感覚や行為を通し
て、いろいろな形や色などに
気付く。
・すごろくやお話の世界を想
像したことから、表したいこ
とを見付け、好きな形や色
などを選んだり、いろいろな
形や色を考えたりしながら、
どのように表すかについて
考える。
・楽しくみんなで遊ぶすごろ
くをお話を考えながらつくる
活動に取り組み、つくりだす
喜びを味わうとともに、形や
色などに関わり楽しい生活
を創造しようとする。

6

・みんなで楽しく遊ぶすごろくを、
お話を考えながらつくるときの感
覚や行為を通して、いろいろな
形や色などに気付いている。
・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、す
ごろくやお話の世界を想像した
ことから、表したいことを見付
け、好きな形や色などを選んだ
り、いろいろな形や色を考えたり
しながら、どのように表すかにつ
いて考えている。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
みんなで遊ぶすごろくを、お話を
考えながらつくる学習活動に取
り組もうとしている。

○ ○ ○

観察
作品
振り返り
カード
鑑賞カード

（小１・２上）
「おってたてたら」
「いっしょにあそぼうぱ
くぱっくん」

☆身近な材料を使っ
てみんなで楽しめるも
のをつくり、生活を豊
かにできることに気付
けるようにする。

（小１・２下）
「まどをあけたら」
「音づくりフレンズ」
「とびだせぴょーん」
「どんなうごきに見えるか
な」

1 い

っ
ぱ
い
つ
か
て
な
に
し
よ
う

（
は
こ
・
か
み
コ

ッ
プ
・
せ
ん
た
く
ば
さ
み
選
択

）

46
・
47

・箱の形や色などを基に造
形的な活動を思い付き、感
覚や気持ちを生かしなが
ら、どのように活動するかに
ついて考える。
・楽しくたくさんの箱を基に、
思い付いたことを試す活動
に取り組み、つくりだす喜び
を味わうとともに、形や色な
どに関わり楽しい生活を創
造しようとする。 2

・いろいろな形や色、触った感じ
などを基に、自分のイメージをも
ちながら、箱の形や色などを基
に造形的な活動を思い付き、感
覚や気持ちを生かしながら、ど
のように活動するかについて考
えている。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
たくさんの箱を基に、思い付いた
ことを試す学習活動に取り組も
うとしている。 ○ ○

観察
振り返り
カード

（小１・２上）
「カラフルいろみず」
☆積み木のように材
料を積んだり並べたり
する活動はこれまでも
経験してきた児童は
多い。本題材では図
画工作でのねらいを
意識しながら、いろい
ろな積み方や並べ方
を試せるように指導す
る。
☆材料に働きかけて
思い付いた活動に取
り組み、できる形や色
の面白さを感じ取り、
工夫しながら自ら活
動を展開できるように
する。

（小１・２下）
「ひかりのプレゼント」
「しんぶんしとなかよし」
「だんボールに入ってみる
と!？」

1 は
こ
で
つ
く

っ
た
よ

50
・
51

・箱、はさみ、テープ、接着
剤などに十分に慣れるとと
もに、手や体全体の感覚な
どを働かせ、表したいことを
基に表し方を工夫して表
す。
・箱の形や色、積んだり並
べたりして感じたこと、想像
したことから、表したいこと
を見付け、好きな形や色を
選んだり、いろいろな形や色
を考えたりしながら、どのよ
うに表すかについて考える。
・自分たちの作品や箱など
の造形的な面白さや楽し
さ、表したいこと、表し方な
どについて、感じ取ったり考
えたりし、自分の見方や感じ
方を広げる。
・楽しく箱の形や色から思い
付いたものを表す活動に取
り組み、つくりだす喜びを味
わうとともに、形や色などに
関わり楽しい生活を創造し
ようとする。

4

・箱、はさみ、テープ、接着剤な
どに十分に慣れるとともに、手
や体全体の感覚などを働かせ、
表したいことを基に表し方を工
夫して表している。
・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、箱
の形や色、積んだり並べたりし
て感じたこと、想像したことか
ら、表したいことを見付け、好き
な形や色を選んだり、いろいろな
形や色を考えたりしながら、どの
ように表すかについて考えてい
る。
・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、自
分たちの作品や箱などの造形
的な面白さや楽しさ、表したいこ
と、表し方などについて、感じ
取ったり考えたりし、自分の見方
や感じ方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
箱の形や色から思い付いたもの
を表す学習活動に取り組もうとし
ている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

☆ボンドを使う際はう
すくのばして、少し
待ってからはるように
指導する。

（小１・２下）
「くしゃくしゃぎゅ」
（算数）「図形」
・使用した箱を活用し、図
形の学習をすることが考
えられる。



1
・
2

い
ろ
い
ろ
な
か
た
ち
の
か
み
に

（
か
み
・
は
こ
選

択

）

32
・
33

・クレヨン・パス、ペンなどに
十分に慣れるとともに、手や
体全体の感覚などを働か
せ、表したいことを基に表し
方を工夫して表す。
・箱を開いた形を見て感じた
こと、想像したことから、表し
たいことを見付け、好きな形
や色を選んだり、いろいろな
形や色を考えたりしながら、
どのように表すかについて
考える。

2

・クレヨン・パス、ペンなどに十分
に慣れるとともに、手や体全体
の感覚などを働かせ、表したい
ことを基に表し方を工夫して表し
ている。
・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、箱
を開いた形を見て感じたこと、想
像したことから、表したいことを
見付け、好きな形や色を選んだ
り、いろいろな形や色を考えたり
しながら、どのように表すかにつ
いて考えている。

○ ○

観察
作品
作品カード

（小１・２上）
「やぶいたかたちから
うまれたよ」

☆いろいろな見方を
することで新しい見え
方になる面白さを感じ
させる。

（小１・２下）
「はさみのあーと」
「とろとろえのぐで」

2 ス
ル
ス
ル
ビ

ュ
ー

ン

44
・
45

・紙コップやはさみ、のり、ペ
ンなどに十分に慣れるととも
に、手や体全体の感覚など
を働かせ、表したいことを基
に表し方を工夫して表す。
・滑らせたいものや材料を
滑らせて感じたことや想像し
たことから、表したいことを
見付け、好きな形や色を選
んだり、いろいろな形や色を
考えたりしながら、どのよう
に表すかについて考える。
・楽しく滑らせて遊ぶものを
つくる活動に取り組み、つく
りだす喜びを味わうととも
に、形や色などに関わり楽
しい生活を創造しようとす
る。

4

・紙コップやはさみ、のり、ペンな
どに十分に慣れるとともに、手
や体全体の感覚などを働かせ、
表したいことを基に表し方を工
夫して表している。
・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、滑
らせたいものや材料を滑らせて
感じたことや想像したことから、
表したいことを見付け、好きな形
や色を選んだり、いろいろな形
や色を考えたりしながら、どのよ
うに表すかについて考えてい
る。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
滑らせて遊ぶものをつくる学習
活動に取り組もうとしている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード

（小１・２上）
「おってたてたら」
「いっしょにあそぼうぱ
くぱっくん」
「わくわくおはなしすご
ろく」

（小１・２下）
「どんなうごきに見えるか
な」
「まどをあけたら」
「音づくりフレンズ」
「とびだせぴょーん」

2 さ
わ
り
ご
ご
ち
は

っ
け
ん

38
・
39

・身の回りのものの触った感
じの造形的な面白さや楽し
さについて、感じ取ったり考
えたりし、自分の見方や感じ
方を広げる。
・身の回りのものを触り、さ
まざまな触り心地を見付け
る活動に取り組み、つくりだ
す喜びを味わうとともに、形
や色などに関わり楽しい生
活を創造しようとする。

2

・いろいろな触った感じなどを基
に、自分のイメージをもちなが
ら、身の回りのものの造形的な
面白さや楽しさについて感じ
取ったり考えたりし、自分の見方
や感じ方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
身近なものの触り心地を見付け
る学習活動に取り組もうとしてい
る。

○ ○

観察
鑑賞カード

☆生活科「学校探検」
などの経験を生かし、
いろいろな「さわりごこ
ち」を校内で見付けさ
せる。

（小１・２下）
「でこぼこはっけん！」

3 う
つ
し
た
か
た
ち
か
ら

（
え
の
ぐ
・
こ
す
り
だ
す
選

択

）

52
・
53

・写した形や色から感じたこ
とや想像したことから表した
いことを見付け、好きな形や
色を選んだり、いろいろな形
や色を考えたりしながら、ど
のように表すかについて考
える。
・楽しく写したものの形や色
から思い付いたことを表す
活動に取り組み、つくりだす
喜びを味わうとともに、形や
色などに関わり楽しい生活
を創造しようとする。

4

・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、写
した形や色から感じたことや想
像したことから表したいことを見
付け、好きな形や色を選んだり、
いろいろな形や色を考えたりし
ながら、どのように表すかについ
て考えている。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
写したものの形や色から思い付
いたことを表す学習活動に取り
組もうとしている。

○ ○

観察
作品

☆シンプルな形でも並
べたりつないだりする
ことでいろいろなこと
を表せることを知らせ
る。

（小１・２下）
「たのしくうつして」

総時間数 68
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現
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体
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に
学
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に

取
り
組
む
態
度

4 も

っ
と
ま
る
ご
と
た
の
し
も
う

/き
せ
つ
を
か
ん
じ
て

5
～
7

・楽しく春を感じる形や色な
どを見付けて絵に表す活動
に取り組み、つくりだす喜び
を味わうとともに、形や色な
どに関わり楽しい生活を創
造しようとする。

2

つくりだす喜びを味わい楽しく春
を感じる形や色などを見付けて
絵に表す学習活動に取り組もう
としている。

〇

観察 （小１・２上）
「ずがこうさくがはじま
るよ」
「すきなかたちやいろ
なあに」

（小３・４上）
「ためす　見つける」
「かいて見つける　わたし
のすきなもの」

4 に
ぎ
に
ぎ
ね
ん
土

8
・
9

・握った粘土の感触や形か
ら感じたこと、想像したこと
から、表したいことを見付
け、好きな形を選んだり、い
ろいろな形や色を考えたり
しながら、どのように表すか
について考える。
・楽しく握った粘土の形から
思い付いたものを表す活動
に取り組み、つくりだす喜び
を味わうとともに、形や色な
どに関わり楽しい生活を創
造しようとする。

2

・触った感じやいろいろな形など
を基に、自分のイメージをもちな
がら、握った粘土の感触や形か
ら感じたこと、想像したことか
ら、表したいことを見付け、好き
な形を選んだり、いろいろな形
や色を考えたりしながら、どのよ
うに表すかについて考えてい
る。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
握った粘土の形から思い付いた
ものを表す活動に取り組もうとし
ている。

〇 〇

観察
作品

（小１・２上）
「ねんどでごちそうな
につくろう」
「いっしょにおさんぽ」

☆試しながら形を考
えたり、つくり方を工
夫させる。
☆テーマを与え、組
み合わせたり曲げた
りさせながら新たな発
想を生み出させる。

（小１・２下）
「おもいでをかたちに」

（小３・４上）
「切ってかき出しくっつけ
て」

4
・
5

ひ
か
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

10
・
11

・光を通す材料やつくったも
のの造形的な面白さや楽し
さ、造形的な活動、つくり方
などについて、感じ取ったり
考えたりし、自分の見方や
感じ方を広げる。
・楽しく材料に光を通して形
や色を映す活動に取り組
み、つくりだす喜びを味わう
とともに、形や色などに関
わり楽しい生活を創造しよう
とする。

2

・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、光
を通す材料やつくったものの造
形的な面白さや楽しさ、造形的
な活動、つくり方などについて、
感じ取ったり考えたりし、自分の
見方や感じ方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
材料に光を通して形や色を映す
学習活動に取り組もうとしてい
る。

〇 〇

観察
作品
振り返り
カード

（小１・２上）
「カラフルいろみず」
「いっぱい つかって
なに しよう」

（小１・２下）
「だんボールに入ってみ
ると！？」
「しんぶんしとなかよし」

（小３・４上）
「ひもでつないで」

5 と
ろ
と
ろ
え
の
ぐ
で

12
・
13

・手や指でかきながら思い
付いたことを表すときの感
覚や行為を通して、触った
感じやいろいろな形や色な
どに気付く。
・自分たちの作品やとろとろ
絵の具の造形的な面白さ
や楽しさ、表したいこと、表
し方などについて、感じ取っ
たり考えたりし、自分の見
方や感じ方を広げる。

2

・手や指でかきながら思い付い
たことを表すときの感覚や行為
を通して、触った感じやいろいろ
な形や色などに気付いている。
・触った感じや、いろいろな形や
色などを基に、自分のイメージ
をもちながら、自分たちの作品
やとろとろ絵の具の造形的な面
白さや楽しさ、表したいこと、表
し方などについて、感じ取ったり
考えたりし、自分の見方や感じ
方を広げている。

〇 〇

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小１・２上）
「いろいろなかたちの
かみに」
「やぶいたかたちから
うまれたよ」

☆液体粘土の感触を
楽しみながら、指や手
でかき方を試しながら
工夫してかかせる。
☆筆などの用具を使
うときとは違った感覚
が生じる。アレルギー
などには十分に配慮
する。

（小１・２下）
「はさみのあーと」

（小３・４上）
「絵のぐ＋水＋ふで＝い
いかんじ！」
「ぬのでえがくと」

5 で
こ
ぼ
こ
は

っ
け
ん
！

14
・
15

・身の回りにあるでこぼこの
造形的な面白さや楽しさな
どについて、感じ取ったり考
えたりし、自分の見方や感
じ方を広げる。
・楽しく紙粘土ででこぼこを
写し、形の面白さを味わう
活動に取り組み、つくりだす
喜びを味わうとともに、形や
色などに関わり楽しい生活
を創造しようとする。

2

・いろいろな形や触った感じなど
を基に、自分のイメージをもちな
がら、身の回りにあるでこぼこ
の造形的な面白さや楽しさなど
について、感じ取ったり考えたり
し、自分の見方や感じ方を広げ
ている。
・つくりだす喜びを味わい、楽し
く紙粘土ででこぼこを写し、形の
面白さを味わう学習活動に取り
組もうとしている。

〇 〇

観察
作品
鑑賞カード

（小１・２上）
「さわりごごちはっけ
ん」

（小３・４上）
「土をかんじて」

小学校　第２学年　『　図画工作科　』　年間指導計画
ずがこうさく　まるごと　たのしもう１・２下

主な評価の観点

月
題
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準 評価の方法
既習事項で押さえる
べき内容
☆指導のポイント

上級学年・後期課程との
関連（同学年を含む)



5 は
さ
み
の
あ
ー

と

32
・
33

・はさみ、のりに十分に慣れ
るとともに、手や体全体の
感覚などを働かせ、表した
いことを基に表し方を工夫
して表す。
・自分たちの作品の造形的
な面白さや楽しさ、表したい
こと、表し方などについて、
感じ取ったり考えたりし、自
分の見方や感じ方を広げ
る。

2

・はさみ、のりに十分に慣れると
ともに、手や体全体の感覚など
を働かせ、表したいことを基に
表し方を工夫して表している。
・いろいろな形や触った感じなど
を基に、自分のイメージをもちな
がら、自分たちの作品の造形的
な面白さや楽しさ、表したいこ
と、表し方などについて、感じ
取ったり考えたりし、自分の見
方や感じ方を広げている。

〇 〇

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小１・２上）
「いろいろなかたちの
かみに」
「やぶいたかたちから
うまれたよ」
（小１・２下）
「とろとろえのぐで」
☆はさみで自由に
切った形から並べ方
を工夫して表すように
指導する。
☆何度も並べ変えな
がら、自分がよいと思
う画面を見付けて、そ
こから表現を広げる
活動をさせる。

（小３・４上）
「絵のぐ＋水＋ふで＝い
いかんじ！」
「ぬのでえがくと」

5
・
6

ど
ん
な
う
ご
き
に
見
え
る
か
な

28
・
29

・色画用紙、はさみ、ホチキ
ス、のりなどの扱いに十分
に慣れるとともに、手や体
全体の感覚などを働かせ、
表したいことを基に表し方を
工夫して表す。
・開いたり閉じたりする動き
から感じたこと、想像したこ
とから、表したいことを見付
け、好きな形や色を選んだ
り、いろいろな形や色を考え
たりしながら、どのように表
すかについて考える。
・遊ぶなどして自分たちの
作品などの造形的な面白さ
や楽しさ、表したいこと、表
し方などについて、感じ取っ
たり考えたりし、自分の見
方や感じ方を広げる。
・楽しく開いたり閉じたりす
る動きから発想を広げてつ
くる活動に取り組み、つくり
だす喜びを味わうとともに、
形や色などに関わり楽しい
生活を創造しようとする。

6

・色画用紙、はさみ、ホチキス、
のりなどの扱いに十分に慣れる
とともに、手や体全体の感覚な
どを働かせ、表したいことを基
に表し方を工夫して表している。
・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、開
いたり閉じたりする動きから感じ
たこと、想像したことから、表し
たいことを見付け、好きな形や
色を選んだり、いろいろな形や
色を考えたりしながら、どのよう
に表すかについて考えている。
・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、遊
ぶなどして自分たちの作品など
の造形的な面白さや楽しさ、表
したいこと、表し方などについ
て、感じ取ったり考えたりし、自
分の見方や感じ方を広げてい
る。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
開いたり閉じたりする動きから
発想を広げてつくる学習活動に
取り組もうとしている。

〇 〇 〇

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小１・２上）
「おってたてたら」
「いっしょにあそぼう
ぱくぱっくん」
「スルスルビューン」
「わくわくおはなしすご
ろく」

（小１・２下）
「まどをあけたら」
「音づくりフレンズ」
「とびだせぴょーん」

（小３・４上）
「うごいてたのしいわりピ
ンワールド」
「マグネットマジック」

6 と
も
だ
ち
ハ
ウ
ス

30
・
31

・空き箱、はさみ、木工用接
着剤などの扱いに十分に慣
れるとともに、手や体全体
の感覚などを働かせ、表し
たいことを基に表し方を工
夫して表す。
・「小さな友だち」に触れて
感じたことや想像したことか
ら、表したいことを見付け、
好きな形や色を選んだり、
いろいろな形や色を考えた
りしながら、どのように表す
かについて考える。
・自分たちの作品の造形的
な面白さや楽しさ、表したい
こと、表し方などについて、
感じ取ったり考えたりし、自
分の見方や感じ方を広げ
る。
・楽しく集めた材料を工夫し
て使い、「小さな友だち」の
家をつくる活動に取り組み、
つくりだす喜びを味わうとと
もに、形や色などに関わり
楽しい生活を創造しようとす
る。

6

・空き箱、はさみ、木工用接着
剤などに十分に慣れるととも
に、手や体全体の感覚などを働
かせ、表したいことを基に表し
方を工夫して表している。
・いろいろな形や色、触った感じ
などを基に、自分のイメージをも
ちながら、「小さな友だち」に触
れて感じたことや想像したこと
から、表したいことを見付け、好
きな形や色を選んだり、いろい
ろな形や色を考えたりしながら、
どのように表すかについて考え
ている。
・いろいろな形や色、触った感じ
などを基に、自分のイメージをも
ちながら、自分たちの作品の造
形的な面白さや楽しさ、表した
いこと、表し方などについて、感
じ取ったり考えたりし、自分の見
方や感じ方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
集めた材料を工夫して使い、
「小さな友だち」の家をつくる学
習活動に取り組もうとしている。

〇 〇 〇

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小３・４下）
「ようこそ！ゆめのまち
へ」



6
・
7

し
ん
ぶ
ん
し
と
な
か
よ
し
/
つ
な
い
で
つ
る
し
て

（
選
択

）

20
・
21

・新聞紙の形や大きさ、触っ
た感じなどを基に造形的な
活動を思い付き、感覚や気
持ちを生かしながら、どのよ
うに活動するかについて考
える。
・楽しく新聞紙に体全体で
触れながら、思い付いたこ
とを試す活動に取り組み、
つくりだす喜びを味わうとと
もに、形や色などに関わり
楽しい生活を創造しようとす
る。

2

・いろいろな形や触った感じなど
を基に、自分のイメージをもちな
がら、新聞紙の形や大きさ、
触った感じなどを基に造形的な
活動を思い付き、感覚や気持ち
を生かしながら、どのように活動
するかについて考えている。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
新聞紙に体全体で触れながら、
思い付いたことを試す学習活動
に取り組もうとしている。

〇 〇

観察
作品
振り返り
カード

（小１・２上）
「いっぱい つかって
なに しよう」
「カラフルいろみず」

☆広げた紙から思い
付いたことや気付い
たことをどんどん試さ
せる。
☆広げた紙を友達と
粘着テープなどでつ
なぎ、さらに大きな紙
をつくったり、巻いたり
することを支援する。
☆最近は新聞を購読
していない家庭が多
いので留意する。

（小１・２下）
「だんボールに入ってみ
ると！？」

（小３・４上）
「ひもでつないで」

7 く
し
ゃ
く
し
ゃ
ぎ
ゅ

っ

22
・
23

・大きな紙、ひも、のりなど
の接着剤などに十分に慣
れるとともに、手や体全体
の感覚などを働かせ、表し
たいことを基に表し方を工
夫して表す。
・触った感じやいろいろな形
や色などを基に、自分のイ
メージをもつ。
・自分たちの作品や紙の感
触などの造形的な面白さや
楽しさ、表したいこと、表し
方などについて、感じ取っ
たり考えたりし、自分の見
方や感じ方を広げる。
・楽しくくしゃくしゃにした紙
から思い付いたものを立体
に表す活動に取り組み、つ
くりだす喜びを味わうととも
に、形や色などに関わり楽
しい生活を創造しようとす
る。

4

・紙をくしゃくしゃにしたり、くしゃ
くしゃにした紙から思い付いたも
のを表したりするときの感覚や
行為を通して、触った感じやい
ろいろな形や色などに気付いて
いる。
・触った感じやいろいろな形や
色などを基に、自分のイメージ
をもちながら、くしゃくしゃにする
紙の感触や形から感じたこと、
想像したことから、表したいこと
を見付け、好きな形や色を選ん
だり、いろいろな形や色を考え
たりしながら、どのように表すか
について考えている。
・触った感じやいろいろな形や
色などを基に、自分のイメージ
をもちながら、自分たちの作品
や紙の感触などの造形的な面
白さや楽しさ、表したいこと、表
し方などについて、感じ取ったり
考えたりし、自分の見方や感じ
方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい楽しくく
しゃくしゃにした紙から思い付い
たものを立体に表す学習活動
に取り組もうとしている。

〇 〇 〇

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小１・２上）
「はこでつくったよ」

☆体の中身の詰め物
やくびれをつくるため
の縛り方などについ
てポイントを示し、材
料やつくり方について
イメージをもたせる。

（小３・４上）
「だんボールの形をかえ
て」

9 わ

っ
か
で
へ
ん
し
ん

18
・
19

・色画用紙、はさみ、ホチキ
ス、セロハンテープなどに十
分に慣れるとともに、手や
体全体の感覚などを働か
せ、表したいことを基に表し
方を工夫して表す。
・変身した自分たちの姿や
飾りの造形的な面白さや楽
しさ、表したいこと、表し方
などについて、感じ取ったり
考えたりし、自分の見方や
感じ方を広げる。
・楽しく輪に飾りを付けて自
分が変身するものをつくる
活動に取り組み、つくりだす
喜びを味わうとともに、形や
色などに関わり楽しい生活
を創造しようとする。

4

・色画用紙、はさみ、ホチキス、
セロハンテープなどに十分に慣
れるとともに、手や体全体の感
覚などを働かせ、表したいことを
基に表し方を工夫して表してい
る。
・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、変
身した自分たちの姿や飾りの造
形的な面白さや楽しさ、表した
いこと、表し方などについて、感
じ取ったり考えたりし、自分の見
方や感じ方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
輪に飾りを付けて自分が変身す
るものをつくる学習活動に取り
組もうとしている。

〇 〇 〇

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小１・２上）
「たいせつボックス」

☆いろいろな材料を
組み合わせたり、鏡
で見させたりしなが
ら、工夫させる。
☆カメラやタブレットで
変身した姿を映させ
る。
☆学習発表会などで
の衣装として活用す
ることもできる。

(小３・４上）
「空きようきのへんしん」



9 こ
ん
な
こ
と
あ

っ
た
よ

26
・
27

・生活の中で感じたこと、想
像したことから、表したいこ
とを見付け、好きな形や色
を選んだり、いろいろな形や
色を考えたりしながら、どの
ように表すかについて考え
る。
・楽しく生活の中で心に残っ
ていることを絵に表す活動
に取り組み、つくりだす喜び
を味わうとともに、形や色な
どに関わり楽しい生活を創
造しようとする。

2

・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、自
分たちの作品の造形的な面白
さや楽しさ、表したいこと、表し
方などについて、感じ取ったり
考えたりし、自分の見方や感じ
方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
生活の中で心に残っていること
を絵に表す学習活動に取り組も
うとしている。

〇 〇

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小１・２上）
「せんせいあのね」

☆毎日の生活で気持
ちが動いたことを発表
させ、絵に表したいこ
とを思い付くようにさ
せる。

☆画用紙や色画用紙
を数種類用意する。
最も絵に表したいこと
を焦点化してかかせ
る。

（小３・４上）
「あの日あの時の気もち」

9
・
10

音
づ
く
り
フ
レ
ン
ズ

34
・
35

・はさみ、木工用接着剤、
テープなどに十分に慣れる
とともに、手や体全体の感
覚などを働かせ、表したい
ことを基に表し方を工夫し
て表す。
・材料を鳴らして感じたこ
と、想像したことから、表し
たいことを見付け、好きな形
や色を選んだり、いろいろな
形や色を考えたりしながら、
どのように表すかについて
考える。
・楽しく音が鳴る材料や仕
組みから、思い付いたもの
をつくる活動に取り組み、つ
くりだす喜びを味わうととも
に、形や色などに関わり楽
しい生活を創造しようとす
る。

4

・はさみ、木工用接着剤、テープ
などに十分に慣れるとともに、
手や体全体の感覚などを働か
せ、表したいことを基に表し方を
工夫して表している。
・いろいろな形や色、触った感じ
などを基に、自分のイメージをも
ちながら、材料を鳴らして感じた
こと、想像したことから、表した
いことを見付け、好きな形や色
を選んだり、いろいろな形や色
を考えたりしながら、どのように
表すかについて考えている。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
音が鳴る材料や仕組みから、思
い付いたものをつくる学習活動
に取り組もうとしている。

〇 〇 〇

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小１・２上）
「おってたてたら」
「いっしょにあそぼう
ぱくぱっくん」
「スルスルビューン」
「わくわくおはなしすご
ろく」

☆選んだ材料に穴を
開けたり他の材料を
組み合わせたりして
音が鳴る仕組みを考
えさせる。
☆音遊びや生活科の
活動や学習発表会な
どにも活用できる。
☆材料による音の違
いや音から発想した
装飾などを考えさせ
る。

（小１・２下）
「まどをあけたら」
「とびだせぴょーん」

（小３・４上）
「うごいて楽しいわりピン
ワールド」
「マグネットマジック」

10 で
あ

っ
て
生
ま
れ
る
い
ろ
の
せ
か
い

46

・変化する色の様子などの
造形的な面白さや楽しさな
どについて、感じ取ったり考
えたりし、自分の見方や感
じ方を広げる。
・楽しく絵の具を混ぜて色の
変化の面白さを味わう活動
に取り組み、つくりだす喜び
を味わうとともに、形や色な
どに関わり楽しい生活を創
造しようとする。

2

・いろいろな色や形などを基に、
自分のイメージをもちながら、変
化する色の様子などの造形的
な面白さや楽しさなどについ
て、感じ取ったり考えたりし、自
分の見方や感じ方を広げてい
る。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
絵の具を混ぜて色の変化の面
白さを味わう学習活動に取り組
もうとしている。

〇 〇

観察
鑑賞カード

（小１・２上）
「すきまちゃんのすき
なしきま」

（小３・４上）
「お気に入りの葉」

11 ふ
し
ぎ
な
た
ま
ご
/

お
は
な
し
か
ら
生
ま
れ
た
よ

（
選
択

）

16
・
17

・クレヨン・パス、共用の絵
の具、はさみなどに十分に
慣れるとともに、手や体全
体の感覚などを働かせ、表
したいことを基に表し方を工
夫して表す。
・たまごをつくりながら想像
したことから、表したいこと
を見付け、好きな形や色を
選んだり、いろいろな形や
色を考えたりしながら、どの
ように表すかについて考え
る。
・楽しく自分でつくったたま
ごから生まれるものやお話
を、思いを広げながら表す
活動に取り組み、つくりだす
喜びを味わうとともに、形や
色などに関わり楽しい生活
を創造しようとする。

4

・クレヨン・パス、共用の絵の
具、はさみなどに十分に慣れる
とともに、手や体全体の感覚な
どを働かせ、表したいことを基
に表し方を工夫して表している。
・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、た
まごをつくりながら想像したこと
から、表したいことを見付け、好
きな形や色を選んだり、いろい
ろな形や色を考えたりしながら、
どのように表すかについて考え
ている。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
自分でつくったたまごから生ま
れるものやお話を、思いを広げ
ながら表す学習活動に取り組も
うとしている。

〇 〇 〇

観察
作品
作品カード

（小１・２上）
「せんのぼうけん」

☆かかれている卵だ
けでなく、卵から飛び
出してくるものなどに
注目させる。

（小３・４上）
「立ち上がった絵の世界」



11
・
12

ま
ど
を
あ
け
た
ら

40
・
41

・カッターナイフなどに十分
に慣れるとともに、手や体
全体の感覚などを働かせ、
表したいことを基に表し方を
工夫して表す。
・カッターナイフで窓を開け
ながら感じたこと、想像した
ことから、表したいことを見
付け、好きな形や色を選ん
だり、いろいろな形や色を
考えたりしながら、どのよう
に表すかについて考える。
・自分たちの作品の造形的
な面白さや楽しさ、表したい
こと、表し方などについて、
感じ取ったり考えたりし、自
分の見方や感じ方を広げ
る。
・カッターナイフで窓を開け
ながら思い付いたことを表
す活動に取り組み、つくりだ
す喜びを味わうとともに、形
や色などに関わり楽しい生
活を創造しようとする。

6

・カッターナイフなどに十分に慣
れるとともに、手や体全体の感
覚などを働かせ、表したいことを
基に表し方を工夫して表してい
る。
・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、
カッターナイフで窓を開けながら
感じたこと、想像したことから、
表したいことを見付け、好きな
形や色を選んだり、いろいろな
形や色を考えたりしながら、ど
のように表すかについて考えて
いる。
・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、自
分たちの作品の造形的な面白
さや楽しさ、表したいこと、表し
方などについて、感じ取ったり
考えたりし、自分の見方や感じ
方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
カッターナイフで窓を開けながら
思い付いたものを表す学習活
動に取り組もうとしている。

〇 〇 〇

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小１・２上）
「おってたてたら」
「いっしょにあそぼう
ぱくぱっくん」
「スルスルビューン」
「わくわくおはなしすご
ろく」

☆大まかなつくる順
序として、家の形、
窓、窓の中に見える
ものの順序でつくるこ
とを押さえ、思い浮か
んだものがつくれるよ
う支援する。
☆安全なカッターナイ
フの使い方を指導す
る。

（小３・４上）
「うごいてたのしいわりピ
ンワールド」
「マグネットマジック」

1 お
も
い
で
を
か
た
ち
に 36

・
37

・粘土、粘土べらに十分に
慣れるとともに、手や体全
体の感覚などを働かせ、表
したいことを基に表し方を工
夫して表す。
・自分たちの作品の造形的
な面白さや楽しさ、表したい
こと、表し方などについて、
感じ取ったり考えたりし、自
分の見方や感じ方を広げ
る。
・楽しく生活の中で心に残っ
ていることを粘土で表す活
動に取り組み、つくりだす喜
びを味わうとともに、形や色
などに関わり楽しい生活を
創造しようとする。

4

・粘土、粘土べらに十分に慣れ
るとともに、手や体全体の感覚
などを働かせ、表したいことを基
に表し方を工夫して表している。
・いろいろな形、触った感じなど
を基に、自分のイメージをもちな
がら、自分たちの作品の造形的
な面白さや楽しさ、表したいこ
と、表し方などについて、感じ
取ったり考えたりし、自分の見
方や感じ方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
生活の中で心に残っていること
を粘土で表す学習活動に取り
組もうとしている。

〇 〇 〇

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小１・２上）
「いっしょにおさんぽ」

☆うれしかったことや
楽しかったことなどを
思い出して、つくりた
いものを決めさせる。

☆家族行事や学校行
事など児童の生活の
中の様々な経験が発
想のきっかけとなる。
大きなイベントだけで
なく、日常のちょっとし
たことにも目を向けさ
せる。

（小３・４上）
「ねん土マイタウン」

1 だ
ん
ボ
ー

ル
に
入

っ
て
み
る
と
！
？

42
・
43

・段ボールの形や大きさな
どを基に造形的な活動を思
い付き、感覚や気持ちを生
かしながら、どのように活動
するかについて考える。
・楽しく段ボールの箱に入っ
てみることから、思い付いた
ことを工夫してつくる活動に
取り組み、つくりだす喜びを
味わうとともに、形や色など
に関わり楽しい生活を創造
しようとする。

2

・いろいろな形や触った感じなど
を基に、自分のイメージをもちな
がら、段ボールの形や大きさな
どを基に造形的な活動を思い付
き、感覚や気持ちを生かしなが
ら、どのように活動するかにつ
いて考えている。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
段ボールの箱に入ってみること
から、思い付いたことを工夫して
つくる学習活動に取り組もうとし
ている。

〇 〇

観察
振り返り
カード

（小１・２上）
「いっぱい つかって
なに しよう」

☆体全体で段ボール
と触れ合わせ、つな
げたり広げたりしてで
きる形を楽しませ、友
達と協力してつくらせ
る。

（小３・４上）
「ひもでつないで」



2 と
び
だ
せ
ぴ
ょ
ー

ん

48
・
49

・紙コップ、色画用紙、輪ゴ
ム、はさみなどに十分に慣
れるとともに、手や体全体
の感覚などを働かせ、表し
たいことを基に表し方を工
夫して表す。
・飛びだす動きから感じたこ
と、想像したことから、表し
たいことを見付け、好きな形
や色を選んだり、いろいろな
形や色を考えたりしながら、
どのように表すかについて
考える。
・遊ぶなどして自分たちの
作品などの造形的な面白さ
や楽しさ、表したいこと、表
し方などについて、感じ取っ
たり考えたりし、自分の見
方や感じ方を広げる。
・楽しく飛びだす動きから発
想を広げてつくる活動に取
り組み、つくりだす喜びを味
わうとともに、形や色などに
関わり楽しい生活を創造し
ようとする。

6

・紙コップ、色画用紙、輪ゴム、
はさみなどに十分に慣れるとと
もに、手や体全体の感覚などを
働かせ、表したいことを基に表
し方を工夫して表している。
・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、飛
びだす動きから感じたこと、想
像したことから、表したいことを
見付け、好きな形や色を選んだ
り、いろいろな形や色を考えたり
しながら、どのように表すかにつ
いて考えている。
・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、遊
ぶなどして自分たちの作品など
の造形的な面白さや楽しさ、表
したいこと、表し方などについ
て、感じ取ったり考えたりし、自
分の見方や感じ方を広げてい
る。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
飛びだす動きから発想を広げて
つくる学習活動に取り組もうとし
ている。

〇 〇 〇

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小１、２上）
「おってたてたら」
「いっしょにあそぼう
ぱくぱっくん」
「スルスルビューン」
「わくわくおはなしすご
ろく」

☆仕組みを理解する
のが難しい児童もい
るので、事前に基本
の仕組みを示したり、
図を見せたりして丁
寧に指導する。

☆動く仕組みを動か
しながら、思い付いた
ものをつくらせる。

（小３・４上）
「うごいて楽しいわりピン
ワールド」
「マグネットマジック」

2
・
3

た
の
し
く
う
つ
し
て

（
か
た
が
み
・
か
み
は
ん
選
択

）

50
・
51

・版画用具に十分に慣れる
とともに、手や体全体の感
覚などを働かせ、表したい
ことを基に表し方を工夫し
て表す。
・自分たちの作品の造形的
な面白さや楽しさ、表したい
こと、表し方などについて、
感じ取ったり考えたりし、自
分の見方や感じ方を広げ
る。
・楽しく紙でつくった形で版
に表す活動に取り組み、つ
くりだす喜びを味わうととも
に、形や色などに関わり楽
しい生活を創造しようとす
る。

4

・版画用具に十分に慣れるとと
もに、手や体全体の感覚などを
働かせ、表したいことを基に表
し方を工夫して表している。
・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、自
分たちの作品の造形的な面白
さや楽しさ、表したいこと、表し
方などについて、感じ取ったり
考えたりし、自分の見方や感じ
方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
紙でつくった形で版に表す学習
活動に取り組もうとしている。

〇 〇 〇

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小１・２上）
「うつした かたちか
ら」

☆型紙や版をつくって
表すことを示し、版の
つくり方や刷り方を工
夫してつくらせる。

（小３・４上）
「いろいろうつして」

3 草
花
の
お
し
ゃ
べ
り

52
・
53

・草花の造形的な面白さや
楽しさについて、感じ取った
り考えたりし、自分の見方
や感じ方を広げる。
・楽しく身の回りの草花を見
ておしゃべりを想像する活
動に取り組み、つくりだす喜
びを味わうとともに、形や色
などに関わり楽しい生活を
創造しようとする。

2

・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、草
花の造形的な面白さや楽しさに
ついて、感じ取ったり考えたり
し、自分の見方や感じ方を広げ
ている。
・つくりだす喜びを味わい、楽し
く身の回りの草花を見ておしゃ
べりを想像する学習活動に取り
組もうとしている。

〇 〇

観察
作品

（小１・２上）
「さわりごごちはっけ
ん」

（小３・４上）
「お気に入りの葉」

総時間数 70



つ
な
い
で
つ
る
し
て 47

・細い紙やつないだりつるし
たりしてできた形や色など
を基に造形的な活動を思い
付き、感覚や気持ちを生か
しながら、どのように活動す
るかについて考える。
・楽しく細い紙をつないだり
つるしたりしながら、思い付
いたことを工夫してつくる活
動に取り組み、つくりだす喜
びを味わうとともに、形や色
などに関わり楽しい生活を
創造しようとする。

2

・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、細
い紙やつないだりつるしたりして
できた形や色などを基に造形的
な活動を思い付き、感覚や気持
ちを生かしながら、どのように活
動するかについて考えている。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
細い紙をつないだりつるしたりし
ながら、思い付いたことを工夫し
てつくる学習活動に取り組もうと
している。

〇 〇

観察
振り返り
カード

（小１・２上）
「ならべてならべて」

☆つないだりつりさげ
たりしてできる形の感
じに着目させる。
☆自由につなげてい
く中で感じたことか
ら、さらにつなぎ方を
工夫させる。

（小３・４上）
「クミクミックス」

お
は
な
し
か
ら
生
ま
れ
た
よ

38
・
39

・クレヨン・パス、共用の絵
の具などに十分に慣れると
ともに、手や体全体の感覚
などを働かせ、表したいこと
を基に表し方を工夫して表
す。
・物語を読んだり聞いたりし
て感じたことや想像したこと
から、表したいことを見付
け、好きな形や色を選んだ
り、いろいろな形や色を考え
たりしながら、どのように表
すかについて考える。
・楽しく読んだり聞いたりし
た物語から想像を広げて表
す活動に取り組み、つくりだ
す喜びを味わうとともに、形
や色などに関わり楽しい生
活を創造しようとする。

4

・クレヨン・パス、共用の絵の具
などに十分に慣れるとともに、
手や体全体の感覚などを働か
せ、表したいことを基に表し方を
工夫して表している。
・いろいろな形や色などを基に、
自分のイメージをもちながら、物
語を読んだり聞いたりして感じ
たことや想像したことから、表し
たいことを見付け、好きな形や
色を選んだり、いろいろな形や
色を考えたりしながら、どのよう
に表すかについて考えている。
・つくりだす喜びを味わい楽しく
読んだり聞いたりした物語から
想像を広げて表す学習活動に
取り組もうとしている。

〇 〇 〇

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小１・２上）
「おはなしだいすき」

（小３・４上）
「ことばから思いうかべ
て」

入れ替えて実施できる題材
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け
る
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け
る
わ
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の

5
～
7

・進んで表し方を試したり、
好きなことを思い浮かべた
りしながら表す活動に取り
組み、つくりだす喜びを味わ
うとともに、形や色などに関
わり楽しく豊かな生活を創
造しようとする。

2

・つくりだす喜びを味わい進んで
表し方を試したり、好きなことを
思い浮かべたりしながら表す活
動に取り組もうとしている。

○

観察 （小１・２下）
「もっとまるごとたのし
もう」
「きせつをかんじて」

（小３・４下）
「見つけよう感じよう　形と
色のいい感じ」
「ためす見つける」

4 絵
の
ぐ
＋
水
＋
ふ
で
＝

い
い
か
ん
じ
！

10
・
11

・色づくりや表し方を試して
感じたこと、想像したことか
ら、表したいことを見付け、
形や色、材料などを生かし
ながら、どのように表すかに
ついて考える。
・進んで水彩絵の具と水と
筆を使って試しながら、思い
付いたことを表す活動に取
り組み、つくりだす喜びを味
わうとともに、形や色などに
関わり楽しく豊かな生活を
創造しようとする。

2

・色の感じ、形の感じ、それらの
組合せによる感じ、色の明るさ
などを基に、自分のイメージをも
ちながら、色づくりや表し方を試
して感じたこと、想像したことか
ら、表したいことを見付け、形や
色、材料などを生かしながら、ど
のように表すかについて考えて
いる。
・つくりだす喜びを味わい進んで
水彩絵の具と水と筆を使って試
しながら、思い付いたことを表す
学習活動に取り組もうとしてい
る。

○ ○

観察
作品

 （小１・２下）
「とろとろえのぐで」

☆水彩絵の具の使用
方法を丁寧に指導す
る。
・水入れの役割
・筆の水ふくみ
・パレットの使い方
・片づけ等

（小３・４上）
「ぬのでえがくと」

（小３・４下）
「絵の具でゆめもよう」

4
・
5

う
ご
い
て
楽
し
い
わ
り
ピ
ン
ワ
ー

ル
ド

12
・
13

・割りピンや色画用紙などを
適切に扱うとともに、前学年
までのはさみ、カッターナイ
フ、接着剤、ペンなどについ
ての経験を生かし、手や体
全体を十分に働かせ、表し
たいことに合わせて表し方
を工夫して表す。
・割りピンを使って形を動か
しながら感じたこと、想像し
たこと、見たことから、表し
たいことを見付け、形や色、
材料などを生かしながら、ど
のように表すかについて考
える。
・進んで割りピンを使って組
み合わせた形の動きから思
い付いたものを表す活動に
取り組み、つくりだす喜びを
味わうとともに、形や色など
に関わり楽しく豊かな生活
を創造しようとする。

4

・割りピンや色画用紙などを適
切に扱うとともに、前学年まで
のはさみ、カッターナイフ、接着
剤、ペンなどについての経験を
生かし、手や体全体を十分に働
かせ、表したいことに合わせて
表し方を工夫して表している。
・形や色などの感じを基に、自
分のイメージをもちながら、割り
ピンを使って形を動かしながら
感じたこと、想像したこと、見た
ことから、表したいことを見付
け、形や色、材料などを生かし
ながら、どのように表すかにつ
いて考えている。
・つくりだす喜びを味わい進んで
割りピンを使って組み合わせた
形の動きから思い付いたものを
表す学習活動に取り組もうとし
ている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小１・２下）
「まどをあけたら」
「音づくりフレンズ」
「とびだせぴょーん」
「どんなうごきに見え
るかな」

（小３・４下）
「コロコロガーレ」

5 こ
こ
が
す
み
か

32
・
33

・自分たちの製作の過程、
つくったものなどの造形的
なよさや面白さ、いろいろな
つくり方などについて、感じ
取ったり考えたりし、自分の
見方や感じ方を広げる。
・進んで想像を広げて場所
を自然材を使ってつくりかえ
る活動に取り組み、つくりだ
す喜びを味わうとともに、形
や色などに関わり楽しく豊
かな生活を創造しようとす
る。

2

・形や色の組合せによる感じな
どを基に、自分のイメージをもち
ながら、自分たちの製作の過
程、つくったものなどの造形的
なよさや面白さ、いろいろなつく
り方などについて、感じ取ったり
考えたりし、自分の見方や感じ
方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい進んで
想像を広げて場所を自然材を
使ってつくりかえる学習活動に
取り組もうとしている。

○ ○

観察
作品

☆場所の特徴に着目
して自らの想像を膨ら
ませられるようにす
る。

（小３・４下）
「まどをのぞいて」

小学校　第３学年　『　図画工作科　』　年間指導計画
ためす見つける　図画工作３・４上

主な評価の観点

月
題
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方

法

既習事項で押さえる
べき内容
☆指導のポイント

上級学年・後期課程との関
連（同学年を含む)



5


・


6

こ
と
ば
か
ら
思
い
う
か
べ
て

38
・
39

・水彩絵の具を適切に扱う
とともに、前学年までのクレ
ヨン・パス、ペンなどについ
ての経験を生かし、手や体
全体を十分に働かせ、表し
たいことに合わせて表し方
を工夫して表す。
・自分たちの作品の造形的
なよさや面白さ、表したいこ
と、いろいろな表し方などに
ついて、感じ取ったり考えた
りし、自分の見方や感じ方
を広げる。
・進んで詩や物語から想像
を広げて絵に表す活動に取
り組み、つくりだす喜びを味
わうとともに、形や色などに
関わり楽しく豊かな生活を
創造しようとする。

4

・水彩絵の具を適切に扱うととも
に、前学年までのクレヨン・パ
ス、ペンなどについての経験を
生かし、手や体全体を十分に働
かせ、表したいことに合わせて
表し方を工夫して表している。
・形の感じ、色の感じ、それらの
組合せによる感じ、色の明るさ
などを基に、自分のイメージをも
ちながら、自分たちの作品の造
形的なよさや面白さ、表したい
こと、いろいろな表し方などにつ
いて、感じ取ったり考えたりし、
自分の見方や感じ方を広げて
いる。
・つくりだす喜びを味わい進んで
詩や物語から想像を広げて絵
に表す学習活動に取り組もうと
している。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小１・２下）
「おはなしから生まれ
たよ」

（小３・４下）
「言葉から感じて」

6 ね
ん
土
マ
イ
タ
ウ
ン

50
・
51

・自分たちの作品の造形的
なよさや面白さ、表したいこ
と、いろいろな表し方などに
ついて、感じ取ったり考えた
りし、自分の見方や感じ方
を広げる。
・進んで住んでみたい町を
楽しく想像し、油粘土でつく
る活動に取り組み、つくりだ
す喜びを味わうとともに、形
や色などに関わり楽しく豊
かな生活を創造しようとす
る。

2

・形の感じ、形の組合せによる
感じなどを基に、自分のイメー
ジをもちながら、自分たちの作
品の造形的なよさや面白さ、表
したいこと、いろいろな表し方な
どについて、感じ取ったり考え
たりし、自分の見方や感じ方を
広げている。
・つくりだす喜びを味わい進んで
住んでみたい町を楽しく想像
し、油粘土でつくる学習活動に
取り組もうとしている。

○ ○

観察
作品
振り返り
カード

（小１・２下）
「おもいでをかたちに」

☆心材の使い方や粘
土の付け方について
理解させる。

（小３・４下）
「ようこそ！ゆめのまちへ」

（小５・６下）
「水の流れ　水の形」

6
・
7

立
ち
上
が

っ
た
絵
の
せ
か
い

16
・
17

・水彩絵の具を適切に扱う
とともに、前学年までのクレ
ヨン・パス、はさみなどにつ
いての経験を生かし、手や
体全体を十分に働かせ、表
したいことに合わせて表し
方を工夫して表す。
・立たせた紙や、表と裏の
関係から感じたこと、想像し
たことから、表したいことを
見付け、形や色、材料など
を生かしながら、どのように
表すかについて考える。
・進んで立たせた紙の表と
裏の関係から思い付いたこ
とを表す活動に取り組み、
つくりだす喜びを味わうとと
もに、形や色などに関わり
楽しく豊かな生活を創造し
ようとする。

4

・水彩絵の具を適切に扱うととも
に、前学年までのクレヨン・パ
ス、はさみなどについての経験
を生かし、手や体全体を十分に
働かせ、表したいことに合わせ
て表し方を工夫して表している。
・形や色などの感じを基に、自
分のイメージをもちながら、立た
せた紙や、表と裏の関係から感
じたこと、想像したことから、表
したいことを見付け、形や色、材
料などを生かしながら、どのよう
に表すかについて考えている。
・つくりだす喜びを味わい進んで
立たせた紙の表と裏の関係か
ら思い付いたことを表す学習活
動に取り組もうとしている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小１・２下）
「ふしぎなたまご」
・卵からどんなものが
出てきたら楽しいか想
像しながらかく。

（小３・４下）
「まぼろしの花」

9 土
を
か
ん
じ
て
/

お
気
に
入
り
の
葉

（
選
択

）

25
・
26

・いろいろな土の造形的な
よさや面白さについて、感じ
取ったり考えたりし、自分の
見方や感じ方を広げる。
・進んで土を見たり土に触
れたりしてよさや面白さを感
じ取る活動に取り組み、つく
りだす喜びを味わうととも
に、形や色などに関わり楽
しく豊かな生活を創造しよう
とする。

2

・色の感じ、形の感じ、それらの
組合せによる感じ、色の明るさ
などを基に、自分のイメージをも
ちながら、いろいろな土の造形
的なよさや面白さについて、感
じ取ったり考えたりし、自分の見
方や感じ方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい進んで
土を見たり土に触れたりしてよ
さや面白さを感じ取る学習活動
に取り組もうとしている。

○ ○

観察
鑑賞カード

（小１・２下）
「でこぼこはっけん！」

（３・４下）
「からだでかんしょう」

（小５・６上）
「ふれて伝えるストーリー」



9 あ
の
日
あ
の
時
の
気
も
ち

20
・
21

・水彩絵の具を適切に扱う
とともに、前学年までのクレ
ヨン・パス、ペンなどについ
ての経験を生かし、手や体
全体を十分に働かせ、表し
たいことに合わせて表し方
を工夫して表す。
・生活の中で感じたこと、見
たことから、表したいことを
見付け、形や色、材料など
を生かしながら、どのように
表すかについて考える。
・進んで生活の中で心に
残ったことを絵に表す活動
に取り組み、つくりだす喜び
を味わうとともに、形や色な
どに関わり楽しく豊かな生
活を創造しようとする。

4

・水彩絵の具を適切に扱うととも
に、前学年までのクレヨン・パ
ス、ペンなどについての経験を
生かし、手や体全体を十分に働
かせ、表したいことに合わせて
表し方を工夫して表している。
・形の感じ、色の感じ、それらの
組合せによる感じ、色の明るさ
などを基に、自分のイメージをも
ちながら、生活の中で感じたこ
と、見たことから、表したいこと
を見付け、形や色、材料などを
生かしながら、どのように表す
かについて考えている。
つくりだす喜びを味わい進んで
生活の中で心に残ったことを絵
に表す学習活動に取り組もうと
している。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小１・２下）
「こんなことあったよ」

☆学級活動や学校行
事など、日常生活の
中にも忘れられない
時があることに気付
かせる。

☆思いついたことを生
かすように、自分がど
こにいて、どこから見
ているのか、自分なり
にいろいろな表し方を
工夫させる。

（小３・４下）
「わすれられない気持ち」

9
・
10

切

っ
て
か
き
出
し
く

っ
つ
け
て

8
・
9

・切り糸、かきべらを適切に
扱うとともに、前学年までの
粘土についての経験を生か
し、手や体全体を十分に働
かせ、表したいことに合わ
せ て 表 し 方 を 工 夫し て表
す。
・進んで切り糸やかきべらを
使って粘土の形を変えなが
ら、思い付いたものを表す
活動に取り組み、つくりだす
喜びを味わうとともに、形や
色などに関わり楽しく豊か
な生活を創造しようとする。

2

・切り糸、かきべらを適切に扱う
とともに、前学年までの粘土に
ついての経験を生かし、手や体
全体を十分に働かせ、表したい
ことに合わせて表し方を工夫し
て表している。
・つくりだす喜びを味わい進んで
切り糸やかきべらを使って粘土
の形を変えながら、思い付いた
ものを表す活動に取り組もうとし
ている。

○ ○

観察
作品

（小１・２下）
「にぎにぎねん土」
・粘土を握ってできた
形

☆様々な用具の体験
や表現をより深めるこ
とにつなげる。また、
用具の名前と役割を
体験を通して理解さ
せる。

（小３・４下）
「ねん土の板を立ち上げ
て」

10 空
き
よ
う
き
の
へ
ん
し
ん

18
・
19

・空き容器、水彩絵の具な
どを適切に扱うとともに、前
学年までの紙粘土について
の経験を生かし、手や体全
体を十分に働かせ、表した
いことに合わせて表し方を
工夫して表す。
・使う様子を想像したり材料
を組み合わせて感じたりし
たことから、表したいことを
見付け、用途を考え、形や
色、材料などを生かしなが
ら、どのように表すかについ
て考える。
・実際に使うなどして自分た
ちの作品の造形的なよさや
面白さ、表したいこと、いろ
いろな表し方などについて、
感じ取ったり考えたりし、自
分の見方や感じ方を広げ
る。
・進んで生活の中で使うも
のを、空き容器と紙粘土で
つくる活動に取り組み、つく
りだす喜びを味わうととも
に、形や色などに関わり楽
しく豊かな生活を創造しよう
とする。

6

・空き容器、水彩絵の具などを
適切に扱うとともに、前学年ま
での紙粘土についての経験を
生かし、手や体全体を十分に働
かせ、表したいことに合わせて
表し方を工夫して表している。
・形や色の組合せによる感じな
どを基に、自分のイメージをもち
ながら、使う様子を想像したり
材料を組み合わせて感じたりし
たことから、表したいことを見付
け、用途を考え、形や色、材料
などを生かしながら、どのように
表すかについて考えている。
・形や色の組合せによる感じな
どを基に、自分のイメージをもち
ながら、実際に使うなどして自
分たちの作品の造形的なよさや
面白さ、表したいこと、いろいろ
な表し方などについて、感じ
取ったり考えたりし、自分の見
方や感じ方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい進んで
生活の中で使うものを、空き容
器と紙粘土でつくる学習活動に
取り組もうとしている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小１・２下）
「わっからへんしん」
・体にわをつけて、変
身をイメージして飾り
をつける。

☆粘土の色や色の組
合せ、飾り付け、使い
やすい形などを工夫
させる。

（小３・４下）
「おもしろだんボールボック
ス」

10
・
11

ク
ミ
ク
ミ

ッ
ク
ス

(

ボ
ー

ル
紙
で
　
選
択

）

40
・
41

・段ボールの板や組み合わ
せた形などを基に造形的な
活動を思い付き、新しい形
などを思い付きながら、どの
ように活動するかについて
考える。
・進んで段ボールの板を組
み合わせてつくる活動に取
り組み、つくりだす喜びを味
わうとともに、形や色などに
関わり楽しく豊かな生活を
創造しようとする。

2

・形の感じ、形の組合せによる
感じなどを基に、自分のイメー
ジをもちながら、段ボールの板
や組み合わせた形などを基に
造形的な活動を思い付き、新し
い形などを思い付きながら、ど
のように活動するかについて考
えている。
・つくりだす喜びを味わい進んで
段ボールの板を組み合わせて
つくる学習活動に取り組もうとし
ている。

○ ○

観察
作品
振り返り
カード

１・２下
「つないでつるして」

☆段ボールの切り方
や組み方、また活動
の規模についてイ
メージをもたせる。

（小３・４下）
「組んで立ててつなぐんぐ
ん」



11 顔
を
出
し
た
ら
な
ん
だ
か
ワ
ク
ワ
ク

43

・水彩絵の具を適切に扱う
とともに、前学年までの材
料や用具についての経験を
生かし、手や体全体を十分
に働かせ、表したいことに
合わせて表し方を工夫して
表す。
・実際に顔を出し合って自
分たちの作品などの造形的
なよさや面白さ、表したいこ
と、いろいろな表し方などに
ついて、感じ取ったり考えた
りし、自分の見方や感じ方
を広げる。
・進んで顔を出したくなるパ
ネルをつくったり使ったりす
る活動に取り組み、つくりだ
す喜びを味わうとともに、形
や色などに関わり楽しく豊
かな生活を創造しようとす
る。

4

・水彩絵の具を適切に扱うととも
に、前学年までの材料や用具に
ついての経験を生かし、手や体
全体を十分に働かせ、表したい
ことに合わせて表し方を工夫し
て表している。
・形や色などの感じを基に、自
分のイメージをもちながら、実際
に顔を出し合って自分たちの作
品などの造形的なよさや面白
さ、表したいこと、いろいろな表
し方などについて、感じ取ったり
考えたりし、自分の見方や感じ
方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい進んで
顔を出したくなるパネルをつくっ
たり使ったりする学習活動に取
り組もうとしている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小１・２下）
「わっかでへんしん」

（小３・４下）
「幸せを運ぶカード」

11
・
12

だ
ん
ボ
ー

ル
の
形
を
か
え
て
/

ぬ
の
で
え
が
く
と

（
選
択

）

42

・段ボールの形を変えなが
ら感じたこと、想像したこと
から表したいことを見付け、
形や色、材料などを生かし
ながら、どのように表すかに
ついて考える。
・進んで濡らした段ボールで
形をつくっていく活動に取り
組み、つくりだす喜びを味わ
うとともに、形や色などに関
わり楽しく豊かな生活を創
造しようとする。

2

・形や色などの感じを基に、自
分のイメージをもちながら、段
ボールの形を変えながら感じた
こと、想像したことから表したい
ことを見付け、形や色、材料な
どを生かしながら、どのように表
すかについて考えている。
・つくりだす喜びを味わい進んで
濡らした段ボールで形をつくっ
ていく学習活動に取り組もうとし
ている。

○ ○

観察
作品

（小１・２下）
「くしゃくしゃぎゅっ」

（小３・４下）
「のこぎりギコギコ」

12 こ
れ
で
か
き
た
い

（
小
刀
を
つ
か

っ
て
　
選
択

）

36
・
37

・枝などを適切に扱うととも
に、前学年までの材料や用
具についての経験を生か
し、手や体全体を十分に働
かせ、表したいことに合わ
せ て 表 し 方 を 工 夫し て表
す。
・材料を触って感じたこと
や、試してかいた形を見た
ことから表したいことを見付
け、用途を考え、形や色、材
料などを生かしながら、どの
ように表すかについて考え
る。

2

・枝などを適切に扱うとともに、
前学年までの材料や用具につ
いての経験を生かし、手や体全
体を十分に働かせ、表したいこ
とに合わせて表し方を工夫して
表している。
・形や色などの感じを基に、自
分のイメージをもちながら、材料
を触って感じたことや、試してか
いた形を見たことから表したい
ことを見付け、用途を考え、形
や色、材料などを生かしなが
ら、どのように表すかについて
考えている。

○ ○

観察
作品
作品カード

（小１・２下）
「わっかでへんしん」

（小３・４下）
「きって楽しい　きっと使え
る」
「おもしろだんボールボック
ス」

1 ひ
も
で
つ
な
い
で

14
・
15

・ひもを適切に扱うとともに、
前学年までの材料や用具に
ついての経験を生かし、組
み合わせたり、切ってつな
いだり、形を変えたりするな
どして、手や体全体を十分
に働かせ、活動を工夫して
つくる。
・ひもや活動する場所など
を基に造形的な活動を思い
付き、新しい形や色などを
思い付きながら、どのように
活動するかについて考え
る。
・進んでひもをつないだり鑑
賞したりする活動に取り組
み、つくりだす喜びを味わう
とともに、形や色などに関わ
り楽しく豊かな生活を創造し
ようとする。

2

・ひもを適切に扱うとともに、前
学年までの材料や用具につい
ての経験を生かし、組み合わせ
たり、切ってつないだり、形を変
えたりするなどして、手や体全
体を十分に働かせ、活動を工夫
してつくっている。
・形や色などの感じを基に、自
分のイメージをもちながら、ひも
や活動する場所などを基に造
形的な活動を思い付き、新しい
形や色などを思い付きながら、
どのように活動するかについて
考えている。
・つくりだす喜びを味わい進んで
ひもをつないだり鑑賞したりす
る学習活動に取り組もうとして
いる。

○ ○ ○

観察
作品
振り返り
カード

（小１・２下）
「ひかりのプレゼント」
「だんボールに入って
みると！？」
「しんぶんしとなかよ
し」

（小３・４下）
「光とかげから生れる形」



1 ト
ン
ト
ン
ど
ん
ど
ん
く
ぎ
う

っ
て

22
・
23

・金づちや釘、木切れを適
切に扱うとともに、前学年ま
での材料や用具についての
経験を生かし、手や体全体
を十分に働かせ、表したい
ことに合わせて表し方を工
夫して表す。
・釘を打ちながら感じたこ
と、想像したことから、表し
たいことを見付け、形や色、
材料などを生かしながら、ど
のように表すかについて考
える。
・進んで金づちを使って木に
釘を打ち、思い付いたもの
を表す活動に取り組み、つく
りだす喜びを味わうととも
に、形や色などに関わり楽
しく豊かな生活を創造しよう
とする。

2

・金づちや釘、木切れを適切に
扱うとともに、前学年までの材
料や用具についての経験を生
かし、手や体全体を十分に働か
せ、表したいことに合わせて表
し方を工夫して表している。
・形の感じ、形の組合せによる
感じなどを基に、自分のイメー
ジをもちながら、釘を打ちながら
感じたこと、想像したことから、
表したいことを見付け、形や色、
材料などを生かしながら、どの
ように表すかについて考えてい
る。
・つくりだす喜びを味わい進んで
金づちを使って木に釘を打ち、
思い付いたものを表す学習活
動に取り組もうとしている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード

（小１・２下）
「くしゃくしゃぎゅっ」

☆くぎを打つ姿勢や
手の置きかたを指導
する。

☆はじめは軽く打ち、
だんだんと力を入れ
て打つことをやってみ
せる等、金づちの安
全な使い方を丁寧に
指導する。

☆接合としての釘打
ちに慣れ親しませる。

（小３・４上）
「のこぎりギコギコ」

1
・
2

い
ろ
い
ろ
う
つ
し
て

（
は
ん
も
生
か
し
て
　
選
択

）

44
・
45

・版画の用具を適切に扱う
とともに、前学年までのはさ
み、接着剤、版にする材料
などについての経験を生か
し、手や体全体を十分に働
かせ、表したいことに合わ
せ て 表 し 方 を 工 夫し て表
す。
・自分たちの作品などの造
形的なよさや面白さ、表した
いこと、いろいろな表し方な
どについて、感じ取ったり考
えたりし、自分の見方や感
じ方を広げる。
・進んで版の材料や形や
色、写し方などを工夫して
表す活動に取り組み、つくり
だす喜びを味わうとともに、
形や色などに関わり楽しく
豊かな生活を創造しようと
する。

4

・版画の用具を適切に扱うととも
に、前学年までのはさみ、接着
剤、版にする材料などについて
の経験を生かし、手や体全体を
十分に働かせ、表したいことに
合わせて表し方を工夫して表し
ている。
・形の感じ、色の感じ、それらの
組合せによる感じ、色の明るさ
などを基に、自分のイメージをも
ちながら、自分たちの作品など
の造形的なよさや面白さ、表し
たいこと、いろいろな表し方など
について、感じ取ったり考えたり
し、自分の見方や感じ方を広げ
ている。
・つくりだす喜びを味わい進んで
版の材料や形や色、写し方など
を工夫して表す学習活動に取り
組もうとしている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小１・２下）
「たのしくうつして」

☆紙を切ったり貼り重
ねたりして簡単な版を
つくり、表したいことを
版に表すよう支援す
る。

☆刷りから生れる線
や形のおもしろさ、色
彩の効果を捉え、版
画の特徴や魅力に気
づかせる。

☆版を何回か使った
り、そのものを使った
りして画面を作り、
刷った後で描画する
など、手順に気付か
せ、見通しをもたせ
る。

（小３・４下）
「ほってすって見つけて」

2 マ
グ
ネ

ッ
ト
マ
ジ

ッ
ク

46
・
47

・段ボール、磁石を適切に
扱うとともに、前学年までの
紙材や接着剤、切る用具な
どについての経験を生か
し、手や体全体を十分に働
かせ、表したいことに合わ
せて表し方を工夫して表
す。
・遊ぶなどして自分たちの
作品の造形的なよさや面白
さ、表したいこと、いろいろ
な表し方などについて、感じ
取ったり考えたりし、自分の
見方や感じ方を広げる。
・進んで磁石を使って楽しく
動かすものをつくる活動に
取り組み、つくりだす喜びを
味わうとともに、形や色など
に関わり楽しく豊かな生活
を創造しようとする。

6

・段ボール、磁石を適切に扱うと
ともに、前学年までの紙材や接
着剤、切る用具などについての
経験を生かし、手や体全体を十
分に働かせ、表したいことに合
わせて表し方を工夫して表して
いる。
・形や色などの感じを基に、自
分のイメージをもちながら、遊ぶ
などして自分たちの作品の造形
的なよさや面白さ、表したいこ
と、いろいろな表し方などについ
て、感じ取ったり考えたりし、自
分の見方や感じ方を広げてい
る。
・つくりだす喜びを味わい進んで
磁石を使って楽しく動かすもの
をつくる学習活動に取り組もうと
している。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小１・２下）
「まどをあけたら」
「音づくりフレンズ」
「とびだせぴょーん」
「どんなうごきに見え
るかな」

（小３・４下）
「コロコロガーレ」
「ゴムでゴー！ゴー！ゆめ
の乗り物」



3 絵
を
見
て
話
そ
う 48

・
49

・絵を見て友人と話したり簡
単な絵に表したりする活動
を通して、形や色の感じ、そ
れらの組合せによる感じ、
色の明るさなどが分かる。
・身近な美術作品の造形的
なよさや面白さ、表したいこ
と、いろいろな表し方などに
ついて、感じ取ったり考えた
りし、自分の見方や感じ方
を広げる。

2

・絵を見て友人と話したり簡単な
絵に表したりする活動を通し
て、形や色の感じ、それらの組
合せによる感じ、色の明るさな
どが分かっている。
・形や色の感じ、それらの組合
せによる感じ、色の明るさなどを
基に、自分のイメージをもちな
がら、身近な美術作品の造形
的なよさや面白さ、表したいこ
と、いろいろな表し方などについ
て感じ取ったり考えたりし、自分
の見方や感じ方を広げている。

○ ○

観察
作品

60

お
気
に
入
り
の
葉

27
・
28

・いろいろな葉の造形的な
よさや面白さについて、感じ
取ったり考えたりし、自分の
見方や感じ方を広げる。
・進んで葉を集めて身近な
自然の形や色の面白さを感
じ取る活動に取り組み、つく
りだす喜びを味わうととも
に、形や色などに関わり楽
しく豊かな生活を創造しよう
とする。

４

・形の感じ、色の感じ、それらの
組合せによる感じ、色の明るさ
などを基に、自分のイメージをも
ちながら、いろいろな葉の造形
的なよさや面白さについて、感
じ取ったり考えたりし、自分の見
方や感じ方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい進んで
葉を集めて身近な自然の形や
色の面白さを感じ取る学習活動
に取り組もうとしている。

○ ○

観察
鑑賞カード

（小１・２下）
「草花のおしゃべり」

（小３・４下）
「写真をとったら見えてき
た」

ぬ
の
で
え
が
く
と 30

・
31

・布に触れて感じたこと、想
像したこと、見たことから、
表したいことを見付け、形や
色、材料などを生かしなが
ら、どのように表すかについ
て考える。
・進んで布の形や色や模
様、触った感じを味わい、試
しながら絵に表す活動に取
り組み、つくりだす喜びを味
わうとともに、形や色などに
関わり楽しく豊かな生活を
創造しようとする。

2

・形の感じ、色の感じ、それらの
組合せによる感じ、色の明るさ
などを基に、自分のイメージをも
ちながら、布に触れて感じたこ
と、想像したこと、見たことから、
表したいことを見付け、形や色、
材料などを生かしながら、どの
ように表すかについて考えてい
る。
・つくりだす喜びを味わい進んで
布の形や色や模様、触った感じ
を味わい、試しながら絵に表す
学習活動に取り組もうとしてい
る。

○ ○

観察
作品
作品カード

（小１・２下）
「とろとろえのぐで」

（小３・４下）
「絵の具でゆめもよう」

入れ替えて実施できる題材
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知
識
･
技
能

思
考
･
判
断
・
表
現

主
体
的
に
学
習
に

取
り
組
む
態
度

4 見
つ
け
よ
う
感
じ
よ
う
形
と
色
の
い
い
感
じ

／た
め
す
見
つ
け
る

5
～
7

・進んで形や色に注目しな
がら美術作品を見たり絵の
具で試したりしながら、よさ
を味わう活動に取り組み、
つくりだす喜びを味わうとと
もに、形や色などに関わり
楽しく豊かな生活を創造しよ
うとする。

2

つくりだす喜びを味わい進んで
形や色に注目しながら美術作
品を見たり絵の具で試したりし
ながら、よさを味わう学習活動
に取り組もうとしている。

○

観察 （小３・４上）
「ためす見つける」
「かいて見つけるわた
しのすきなもの」

（小５・６上）
「感じたことを伝え合う」
「わたしとひびきあう」

4 ま
ど
を
の
ぞ
い
て

8
・
9

・色セロハンやお花紙などを
適切に扱うとともに、前学年
までのセロハンテープなど
についての経験を生かし、
組み合わせたり、切ってつ
ないだり、形を変えたりする
などして、手や体全体を十
分に働かせ、活動を工夫し
てつくる。
・窓の向こうの景色や材料
などを基に造形的な活動を
思い付き、新しい形や色な
どを思い付きながら、どのよ
うに活動するかについて考
える。
・進んで窓の向こうの景色
に形や色を重ねて楽しい様
子をつくる活動に取り組み、
つくりだす喜びを味わうとと
もに、形や色などに関わり
楽しく豊かな生活を創造しよ
うとする。

2

・色セロハンやお花紙などを適
切に扱うとともに、前学年まで
のセロハンテープなどについ
ての経験を生かし、組み合わ
せたり、切ってつないだり、形
を変えたりするなどして、手や
体全体を十分に働かせ、活動
を工夫してつくっている。
・形や色の組合せや面と面の
重なりによる前後の感じなどを
基に、自分のイメージをもちな
がら、窓の向こうの景色や材
料などを基に造形的な活動を
思い付き、新しい形や色など
を思い付きながら、どのように
活動するかについて考えてい
る。・つくりだす喜びを味わい
進んで窓の向こうの景色に形
や色を重ねて楽しい様子をつ
くる学習活動に取り組もうとし
ている。

○ ○ ○

観察
作品
振り返り
カード

（小３・４上）
「ここがすみか」

（小５・６上）
「あんなところがこんなと
ころに」
「光と場所のハーモニー」

4
・
5

絵
の
具
で
ゆ
め
も
よ
う

12
・
13

・水彩絵の具を使っていろ
いろな表し方を試して模様
の紙をつくって表すときの感
覚や行為を通して、形の感
じ、色の感じ、それらの組合
せによる感じ、色の明るさな
どが分かる。
・自分たちの作品などの造
形的なよさや面白さ、表した
いこと、いろいろな表し方な
どについて、感じ取ったり考
えたりし、自分の見方や感じ
方を広げる。
・進んで水彩絵の具で、いろ
いろな表し方を試して、模様
の紙をつくって表す活動に
取り組み、つくりだす喜びを
味わうとともに、形や色など
に関わり楽しく豊かな生活
を創造しようとする。

2

・水彩絵の具を使っていろいろ
な表し方を試して模様の紙を
つくって表すときの感覚や行
為を通して、形の感じ、色の感
じ、それらの組合せによる感
じ、色の明るさなどが分かって
いる。
・形の感じ、色の感じ、それら
の組合せによる感じ、色の明
るさなどを基に、自分のイメー
ジをもちながら、自分たちの作
品などの造形的なよさや面白
さ、表したいこと、いろいろな表
し方などについて、感じ取った
り考えたりし、自分の見方や感
じ方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい進ん
で水彩絵の具で、いろいろな
表し方を試して、模様の紙をつ
くって表す学習活動に取り組も
うとしている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小３・４上）
「絵のぐ＋水＋ふで＝
いいかんじ！」

☆模様作りに使えそう
な材料や絵の具のつ
かい方を復習し、活動
への意欲を高めるよ
う支援する。
☆模様づくりに適した
材料を集め、できるだ
けたくさんの模様づく
りを体験させる。

（小３・４下）
「光のさしこむ絵」

（小５・６上）
「心のもよう」

小学校　第４学年　『　図画工作科　』　年間指導計画
ためす見つける　図画工作３・４下

主な評価の観点

月
題
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準
評価の方

法

既習事項で押さえる
べき内容
☆指導のポイント

上級学年・後期課程との
関連（同学年を含む)



5 コ
ロ
コ
ロ
ガ
ー

レ

（
ワ
ー

ル
ド
・
コ
ー

ス
タ
ー

・
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
　
選
択

）

14
・
15

・段ボールや紙材などを適
切に扱うとともに、前学年ま
での材料や用具についての
経験を生かし、手や体全体
を十分に働かせ、表したい
ことに合わせて表し方を工
夫して表す。
・形の感じ、色の感じ、それ
らの組合せによる感じなど
を基に、自分のイメージをも
つ。
・遊ぶなどして自分たちの作
品の造形的なよさや面白
さ、表したいこと、いろいろな
表し方などについて、感じ
取ったり考えたりし、自分の
見方や感じ方を広げる。
・進んでビー玉を転がして楽
しく遊ぶものをつくる活動に
取り組み、つくりだす喜びを
味わうとともに、形や色など
に関わり楽しく豊かな生活
を創造しようとする。

6

・段ボールや紙材などを適切
に扱うとともに、前学年までの
材料や用具についての経験を
生かし、手や体全体を十分に
働かせ、表したいことに合わ
せて表し方を工夫して表して
いる。
・形の感じ、色の感じ、それら
の組合せによる感じなどを基
に、自分のイメージをもちなが
ら、ビー玉を転がして感じたこ
と、想像したこと、見たことか
ら、表したいことを見付け、形
や色、材料などを生かしなが
ら、どのように表すかについて
考えている。
・形の感じ、色の感じ、それら
の組合せによる感じなどを基
に、自分のイメージをもちなが
ら、遊ぶなどして自分たちの作
品の造形的なよさや面白さ、
表したいこと、いろいろな表し
方などについて、感じ取ったり
考えたりし、自分の見方や感じ
方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい進ん
でビー玉を転がして楽しく遊ぶ
ものをつくる学習活動に取り組
もうとしている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小３・４上）
「うごいて楽しいわり
ピンワールド」
「マグネットマジック」

☆紙材を使ってビー
玉が転がる仕組みに
ついて大まかなイメー
ジをもたせる。

（小３・４下）
「ゴムでゴー！ゴー！ゆ
めの乗り物」

（小５・６上）
「形に命をふきこんで」
「切り分けた形から何つく
る？」

6 光
の
さ
し
こ
む
絵

44
・
45

・和紙などを適切に扱うとと
もに、前学年までの材料や
用具についての経験を生か
し、手や体全体を十分に働
かせ、表したいことに合わ
せて表し方を工夫して表
す。
・光を通す材料を組み合わ
せて感じたこと、想像したこ
とから、表したいことを見付
け、形や色、材料などを生
かしながら、どのように表す
かについて考える。
・光を通す材料や自分たち
の作品などの造形的なよさ
や面白さ、表したいこと、い
ろいろな表し方などについ
て、感じ取ったり考えたり
し、自分の見方や感じ方を
広げる。
・進んで光を通す材料を組
み合わせて思い付いたこと
を絵に表す活動に取り組
み、つくりだす喜びを味わう
とともに、形や色などに関わ
り楽しく豊かな生活を創造し
ようとする。

4

・和紙などを適切に扱うととも
に、前学年までの材料や用具
についての経験を生かし、手
や体全体を十分に働かせ、表
したいことに合わせて表し方を
工夫して表している。
・形の感じ、色の感じ、それら
の組合せによる感じ、色の明
るさなどを基に、自分のイメー
ジをもちながら、光を通す材料
を組み合わせて感じたこと、想
像したことから、表したいことを
見付け、形や色、材料などを
生かしながら、どのように表す
かについて考えている。
・形の感じ、色の感じ、それら
の組合せによる感じ、色の明
るさなどを基に、自分のイメー
ジをもちながら、光を通す材料
や自分たちの作品などの造形
的なよさや面白さ、表したいこ
と、いろいろな表し方などにつ
いて、感じ取ったり考えたりし、
自分の見方や感じ方を広げて
いる。
・つくりだす喜びを味わい進ん
で光を通す材料を組み合わせ
て思い付いたことを絵に表す
学習活動に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小３・４上）
「絵のぐ＋水＋ふで＝
いいかんじ！」
「ぬのでえがくと」

（小５・６上）
「心のもよう」
「消してかく」



6
・
7

よ
う
こ
そ
！
ゆ
め
の
ま
ち
へ

（
小
さ
な
ま
ち
へ
・
大
き
な
ま
ち
へ
　
選
択

）

50
・
51

・段ボール、段ボールカッ
ターなどを適切に扱うととも
に、前学年までの水彩絵の
具などについての経験を生
かし、手や体全体を十分に
働かせ、表したいことに合
わせて表し方を工夫して表
す。
・みんなで過ごしたい街の
様子を想像したことから、表
したいことを見付け、形や
色、材料などを生かしなが
ら、どのように表すかについ
て考える。
・進んで段ボールを使った
街を協力してつくる活動に
取り組み、つくりだす喜びを
味わうとともに、形や色など
に関わり楽しく豊かな生活
を創造しようとする。

4

・段ボール、段ボールカッター
などを適切に扱うとともに、前
学年までの水彩絵の具などに
ついての経験を生かし、手や
体全体を十分に働かせ、表し
たいことに合わせて表し方を
工夫して表している。
・形の感じ、色の感じ、それら
の組合せによる感じなどを基
に、自分のイメージをもちなが
ら、みんなで過ごしたい街の様
子を想像したことから、表した
いことを見付け、形や色、材料
などを生かしながら、どのよう
に表すかについて考えてい
る。
・つくりだす喜びを味わい進ん
で段ボールを使った街を協力
してつくる学習活動に取り組も
うとしている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード

（小1・2下）
「ともだちハウス」

（小５・６上）
「ミラクル！ミラーワール
ド」
「のぞいてみると」

9 ま
ぼ
ろ
し
の
花

28
・
29

・水彩絵の具を適切に扱う
とともに、前学年までの材料
や用具についての経験を生
かし、手や体全体を十分に
働かせ、表したいことに合
わせて表し方を工夫して表
す。
・自分たちの作品の造形的
なよさや面白さ、表したいこ
と、いろいろな表し方などに
ついて、感じ取ったり考えた
りし、自分の見方や感じ方
を広げる。
・進んでまぼろしの花の世
界を想像して表す活動に取
り組み、つくりだす喜びを味
わうとともに、形や色などに
関わり楽しく豊かな生活を
創造しようとする。

4

・水彩絵の具を適切に扱うとと
もに、前学年までの材料や用
具についての経験を生かし、
手や体全体を十分に働かせ、
表したいことに合わせて表し
方を工夫して表している。
・形の感じ、色の感じ、それら
の組合せによる感じ、色の明
るさなどを基に、自分のイメー
ジをもちながら、自分たちの作
品の造形的なよさや面白さ、
表したいこと、いろいろな表し
方などについて、感じ取ったり
考えたりし、自分の見方や感じ
方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい、進
んでまぼろしの花の世界を想
像して表す学習活動に取り組
もうとしている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小３・４上）
「立ち上がった絵のせ
かい」

（小５・６上）
「まだ見ぬ世界」

9 体
で
か
ん
し
ょ
う

24
・
25

・身近な美術作品の造形的
なよさや面白さ、表したいこ
と、いろいろな表し方などに
ついて、感じ取ったり考えた
りし、自分の見方や感じ方
を広げる。
・進んで全身の感覚を働か
せながらポーズをとって身
近な美術作品を見たり、感
じたりしたことを伝え合う活
動に取り組み、つくりだす喜
びを味わうとともに、形や色
などに関わり楽しく豊かな生
活を創造しようとする。

2

・形の感じ、色の感じ、それら
の組合せによる感じ、色の明
るさなどを基に、自分のイメー
ジをもちながら、身近な美術作
品の造形的なよさや面白さ、
表したいこと、いろいろな表し
方などについて、感じ取ったり
考えたりし、自分の見方や感じ
方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい進ん
で全身の感覚を働かせながら
ポーズをとって身近な美術作
品を見たり、感じたりしたことを
伝え合う学習活動に取り組も
うとしている。

○ ○

観察
鑑賞カード

（小3・4上）
「絵を見て話そう」

（小５・６下）
「この筆あと、どんな
空？」
「もようから見つけて」

10 の
こ
ぎ
り
ギ
コ
ギ
コ

30
・
31

・のこぎりを適切に扱うとと
もに、前学年までの材料や
用具についての経験を生か
し、手や体全体を十分に働
かせ、表したいことに合わ
せて表し方を工夫して表
す。
・形の感じ、形の組合せによ
る感じなどを基に、自分のイ
メージをもつ。
・進んで木を思いのままに
切ったり組み合わせたりし
て表す活動に取り組み、つく
りだす喜びを味わうととも
に、形や色などに関わり楽
しく豊かな生活を創造しよう
とする。

4

・のこぎりを適切に扱うととも
に、前学年までの材料や用具
についての経験を生かし、手
や体全体を十分に働かせ、表
したいことに合わせて表し方を
工夫して表している。
・形の感じ、形の組合せによる
感じなどを基に、自分のイメー
ジをもちながら、木を切ったり
組み合わせたりして感じたこ
と、想像したことから、表したい
ことを見付け、形や色、材料な
どを生かしながら、どのように
表すかについて考えている。
・つくりだす喜びを味わい進ん
で木を思いのままに切ったり
組み合わせたりして表す学習
活動に取り組もうとしている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード

（小３・４・上）
「トントンどんどんくぎ
うって」

☆初めて使用する題
材であるため、実際に
やり方を示しながら指
導する。
☆道具の適切な扱い
方を指導し、片づけ方
も徹底させる。

（小５・６上）
「切り分けた形から何つく
る？」
「糸のこスイスイ」



10 光
と
か
げ
か
ら
生
ま
れ
る
形

（
暗
い
場
所
で
・
明
る
い
場
所
で
　
選
択

）

40
・
41

・光源となるライトや身近な
材料を適切に扱うとともに、
前学年までの材料や用具に
ついての経験を生かし、組
み合わせるなどして、手や
体全体を十分に働かせ、活
動を工夫してつくる。
・身近な材料や影の形や色
などを基に造形的な活動を
思い付き、新しい形や色な
どを思い付きながら、どのよ
うに活動するかについて考
える。
・進んで材料の組合せ方や
光の当て方を試し、面白い
影の形をつくる活動に取り
組み、つくりだす喜びを味わ
うとともに、形や色などに関
わり楽しく豊かな生活を創
造しようとする。

2

・光源となるライトや身近な材
料を適切に扱うとともに、前学
年までの材料や用具について
の経験を生かし、組み合わせ
るなどして、手や体全体を十
分に働かせ、活動を工夫して
つくっている。
・形や色の感じ、それらの組合
せによる感じなどを基に、自分
のイメージをもちながら、身近
な材料や影の形や色などを基
に造形的な活動を思い付き、
新しい形や色などを思い付き
ながら、どのように活動するか
について考えている。
・つくりだす喜びを味わい進ん
で材料の組合せ方や光の当
て方を試し、面白い影の形を
つくる学習活動に取り組もうと
している。

○ ○ ○

観察
作品
振り返り
カード

（小３・４上）
「ひもでつないで」

（中２・３）
絵や彫刻など
「光と影で遊ぶ」
・光や影の特性を生かし
て、モビールやステンドグ
ラスをつくる。

10
・
11

お
も
し
ろ
だ
ん
ボ
ー

ル
ボ

ッ
ク
ス

34
・
35

・段ボール箱を適切に扱うと
ともに、前学年までのカッ
ターナイフ、段ボールカッ
ター、接着剤などについて
の経験を生かし、手や体全
体を十分に働かせ、表した
いことに合わせて表し方を
工夫して表す。
・形の感じ、色の感じ、それ
らの組合せによる感じなど
を基に、自分のイメージをも
つ。
・実際に使うなどして自分た
ちの作品の造形的なよさや
面白さ、表したいこと、いろ
いろな表し方などについて、
感じ取ったり考えたりし、自
分の見方や感じ方を広げ
る。
・進んで段ボール箱で生活
を楽しくする入れ物をつくる
活動に取り組み、つくりだす
喜びを味わうとともに、形や
色などに関わり楽しく豊かな
生活を創造しようとする。

6

・段ボール箱を適切に扱うとと
もに、前学年までのカッターナ
イフ、段ボールカッター、接着
剤などについての経験を生か
し、手や体全体を十分に働か
せ、表したいことに合わせて表
し方を工夫して表している。
・形の感じ、色の感じ、それら
の組合せによる感じなどを基
に、自分のイメージをもちなが
ら、段ボール箱の形から感じ
たこと、想像したことから、表し
たいことを見付け、用途などを
考え、形や色、材料などを生
かしながら、どのように表すか
について考えている。
・形の感じ、色の感じ、それら
の組合せによる感じなどを基
に、自分のイメージをもちなが
ら、実際に使うなどして自分た
ちの作品の造形的なよさや面
白さ、表したいこと、いろいろな
表し方などについて、感じ取っ
たり考えたりし、自分の見方や
感じ方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい進ん
で段ボール箱で生活を楽しく
する入れ物をつくる学習活動
に取り組もうとしている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小３・４・上）
「空きようきのへんし
ん」
「顔を出したらなんだ
かわくわく」

☆段ボール紙の特
徴、引き出しの仕切
り、棚の付け方など基
本的な仕組みを知ら
せる。
☆実際に使うことがで
きるものをつくるため
には一定の正確さが
必要であることを指導
する。

（小５・６上）
「紙から生まれるすてきな
明かり」

11 ね
ん
土
の
板
を
立
ち
上
げ
て

10
・
11

・のし棒を適切に扱うととも
に、前学年までの粘土、切
り糸、かきべら、粘土べらな
どについての経験を生か
し、手や体全体を十分に働
かせ、表したいことに合わ
せて表し方を工夫して表
す。
・自分たちの作品などの造
形的なよさや面白さ、表した
いこと、いろいろな表し方な
どについて、感じ取ったり考
えたりし、自分の見方や感じ
方を広げる。

2

・のし棒を適切に扱うとともに、
前学年までの粘土、切り糸、
かきべら、粘土べらなどについ
ての経験を生かし、手や体全
体を十分に働かせ、表したい
ことに合わせて表し方を工夫
して表している。
・形の感じ、形の組合せによる
感じなどを基に、自分のイメー
ジをもちながら、自分たちの作
品などの造形的なよさや面白
さ、表したいこと、いろいろな表
し方などについて、感じ取った
り考えたりし、自分の見方や感
じ方を広げている。

○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小３・４上）
「切ってかきだしてくっ
つけて」

☆のしぼう、切り糸の
使い方や板づくりの方
法を指導しその効果
を体感させる。
☆最初に表したいも
のを考えるのではな
く、材料に触れながら
考えていくことを大切
にさせる。

（５・６年上）
「けずって見つけたいい
形」



12 幸
せ
を
運
ぶ
カ
ー

ド

46
・
47

・カッターナイフを適切に扱
うとともに前学年までの紙
や接着剤などについての経
験を生かし、手や体全体を
十分に働かせ、表したいこ
とに合わせて表し方を工夫
して表す。
・仕組みを動かして感じたこ
とや、伝えたいことから、表
したいことを見付け、用途を
考え、形や色、材料などを
生かしながら、どのように表
すかについて考える。
・自分たちの作品の造形的
なよさや面白さ、表したいこ
と、いろいろな表し方などに
ついて、感じ取ったり考えた
りし、自分の見方や感じ方
を広げる。
・進んで飛び出す仕組みを
使って気持ちを伝えるカード
をつくる活動に取り組み、つ
くりだす喜びを味わうととも
に、形や色などに関わり楽
しく豊かな生活を創造しよう
とする。

4

・カッターナイフを適切に扱うと
ともに、前学年までの紙や接
着剤などについての経験を生
かし、手や体全体を十分に働
かせ、表したいことに合わせて
表し方を工夫して表している。
・形や色などの感じを基に、自
分のイメージをもちながら、仕
組みを動かして感じたことや、
伝えたいことから、表したいこ
とを見付け、用途を考え、形や
色、材料などを生かしながら、
どのように表すかについて考
えている。
・形や色などの感じを基に、自
分のイメージをもちながら、自
分たちの作品の造形的なよさ
や面白さ、表したいこと、いろ
いろな表し方などについて、感
じ取ったり考えたりし、自分の
見方や感じ方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい進ん
で飛び出す仕組みを使って気
持ちを伝えるカードをつくる学
習活動に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小3・4上）
「顔を出したらなんだ
かわくわく」

☆メッセージを伝えた
い相手を思い浮かべ
ながら活動させる。
☆飛び出す仕組みが
思いつかない児童に
は、不要な紙などを
使って試行錯誤させ
る。

（小５・６上）
「笑顔が生まれるしかけ」

1 組
ん
で
立
て
て
つ
な
ぐ
ん
ぐ
ん

（
新
聞
紙
で
・

木
の
え
だ
で
・
竹
ひ
ご
や
わ
り
ば
し
で
　
選

択

）

20
・
21

・前学年までの材料や用具
についての経験を生かし、
組み合わせるなどして、手
や体全体を十分に働かせ、
活動を工夫してつくる。
・進んで棒状の新聞紙をつ
ないでつくる活動に取り組
み、つくりだす喜びを味わう
とともに、形や色などに関わ
り楽しく豊かな生活を創造し
ようとする。

2

・前学年までの材料や用具に
ついての経験を生かし、組み
合わせるなどして、手や体全
体を十分に働かせ、活動を工
夫してつくっている。
・つくりだす喜びを味わい進ん
で棒状の新聞紙をつないでつ
くる学習活動に取り組もうとし
ている。

○ ○

観察
作品
振り返り
カード

（小３・４上）
「クミクミックス」

☆体験を通して、材料
の特徴を生かしたつ
なぎ方や組合せ方に
気付かせる。

1
・
2

ほ

っ
て
す

っ
て
見
つ
け
て

48
・
49

・彫刻刀を適切に扱うととも
に、前学年までの版画の用
具についての経験を生か
し、手や体全体を十分に働
かせ、表したいことに合わ
せて表し方を工夫して表
す。
・彫刻刀で板を彫って感じた
ことや、生活の中で感じたこ
とから、表したいことを見付
け、形や色、材料などを生
かしながら、どのように表す
かについて考える。
・自分たちの作品などの造
形的なよさや面白さ、表した
いこと、いろいろな表し方な
どについて、感じ取ったり考
えたりし、自分の見方や感じ
方を広げる。
・進んで彫刻刀を使って、彫
り方を試したり、刷って確か
めたりしながら版に表す活
動に取り組み、つくりだす喜
びを味わうとともに、形や色
などに関わり楽しく豊かな生
活を創造しようとする。

6

・彫刻刀を適切に扱うととも
に、前学年までの版画の用具
についての経験を生かし、手
や体全体を十分に働かせ、表
したいことに合わせて表し方を
工夫して表している。
・形の感じ、形の組合せによる
感じなどを基に、自分のイメー
ジをもちながら、彫刻刀で板を
彫って感じたことや、生活の中
で感じたことから、表したいこ
とを見付け、形や色、材料など
を生かしながら、どのように表
すかについて考えている。
・形の感じ、形の組合せによる
感じなどを基に、自分のイメー
ジをもちながら、自分たちの作
品などの造形的なよさや面白
さ、表したいこと、いろいろな表
し方などについて、感じ取った
り考えたりし、自分の見方や感
じ方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい進ん
で彫刻刀を使って、彫り方を試
したり、刷って確かめたりしな
がら版に表す学習活動に取り
組もうとしている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小３・４・上）
「いろいろうつして」

☆彫刻刀を初めて使
用する題材であり、安
全で適切な扱いを身
に付けさせる。

☆木版画の用具と技
法をビデオや写真な
どを使って見せ、活動
のイメージを持たせ
る。

☆彫刻刀は、よく切れ
るものを使い、滑り止
めを置くことや刀の前
に手を置かないことを
確認して、安全に活
動できるように指導す
る。

（小５・６上）
「ほりすすめて刷り重ね
て」



2
・
3

ゴ
ム
で
ゴ
ー

！
ゴ
ー

！
ゆ
め
の
乗
り
物

（
風
で
　
選
択

）

26
・
27

・カッターナイフ、接着剤な
どを適切に扱うとともに、前
学年までの材料や用具につ
いての経験を生かし、手や
体全体を十分に働かせ、表
したいことに合わせて表し
方を工夫して表す。
・車が走る様子を想像したこ
とや仕組みを動かして感じ
たこと、見たことから、表し
たいことを見付け、形や色、
材料などを生かしながら、ど
のように表すかについて考
える。
・車を走らせるなどして自分
たちの作品の造形的なよさ
や面白さ、表したいこと、い
ろいろな表し方などについ
て、感じ取ったり考えたり
し、自分の見方や感じ方を
広げる。
・進んでゴムの力を使って、
走らせて楽しむ車をつくる活
動に取り組み、つくりだす喜
びを味わうとともに、形や色
などに関わり楽しく豊かな生
活を創造しようとする。

6

・カッターナイフ、接着剤などを
適切に扱うとともに、前学年ま
での材料や用具についての経
験を生かし、手や体全体を十
分に働かせ、表したいことに合
わせて表し方を工夫して表し
ている。
・形の感じ、色の感じ、それら
の組合せによる感じなどを基
に、自分のイメージをもちなが
ら、車が走る様子を想像したこ
とや仕組みを動かして感じた
こと、見たことから、表したいこ
とを見付け、形や色、材料など
を生かしながら、どのように表
すかについて考えている。
・形の感じ、色の感じ、それら
の組合せによる感じなどを基
に、自分のイメージをもちなが
ら、車を走らせるなどして自分
たちの作品の造形的なよさや
面白さ、表したいこと、いろい
ろな表し方などについて、感じ
取ったり考えたりし、自分の見
方や感じ方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい進ん
でゴムの力を使って、走らせて
楽しむ車をつくる学習活動に
取り組もうとしている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小３・４・上）
「マグネットマジック」

☆自分のやりたい動
きをイメージさせるた
め、試作品を用意して
見せる。

（小５・６下）
「くるくるクランク」

3 写
真
を
と

っ
た
ら
見
え
て
き
た

52
・
53

・身の回りにあるものの造
形的なよさや面白さなどに
ついて、感じ取ったり考えた
りし、自分の見方や感じ方
を広げる。
・進んで身の回りにあるもの
をいつもと違う見方で見て、
写真に撮りながら、よさや面
白さを味わう活動に取り組
み、つくりだす喜びを味わう
とともに、形や色などに関わ
り楽しく豊かな生活を創造し
ようとする。

2

・形の感じ、色の感じ、それら
の組合せによる感じ、色の明
るさなどを基に、自分のイメー
ジをもちながら、身の回りにあ
るものの造形的なよさや面白
さなどについて、感じ取ったり
考えたりし、自分の見方や感じ
方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい進ん
で身の回りにあるものをいつも
と違う見方で見て、写真に撮り
ながら、よさや面白さを味わう
学習活動に取り組もうとしてい
る。

○ ○ ○

観察
発言
鑑賞カード

（小３・４・上）
「絵を見て話そう」

（小５・６上）
「水から発見　ここきれ
い！」

総時間数 60

入れ替えて実施できる題材



き

っ
て
楽
し
い
　
き

っ
と
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え
る

38
・
39

・のこぎりを適切に扱うとと
もに、前学年までの金づち
や釘、木材などについての
経験を生かし、手や体全体
を十分に働かせ、表したい
ことに合わせて表し方を工
夫して表す。
・切った木を組み合わせて
感じたことや使うことを想像
したことから、表したいこと
を見付け、用途を考え、形
や色、材料などを生かしな
がら、どのように表すかにつ
いて考える。
・実際に使うなどして自分た
ちの作品の造形的なよさや
面白さ、表したいこと、いろ
いろな表し方などについて、
感じ取ったり考えたりし、自
分の見方や感じ方を広げ
る。
・進んでのこぎりで切った木
を組み合わせて、生活で使
えるものをつくる活動に取り
組み、つくりだす喜びを味わ
うとともに、形や色などに関
わり楽しく豊かな生活を創
造しようとする。

6

・のこぎりを適切に扱うととも
に、前学年までの金づちや
釘、木材などについての経験
を生かし、手や体全体を十分
に働かせ、表したいことに合わ
せて表し方を工夫して表して
いる。
・形や色の感じ、それらの組合
せによる感じなどを基に、自分
のイメージをもちながら、切っ
た木を組み合わせて感じたこ
とや使うことを想像したことか
ら、表したいことを見付け、用
途を考え、形や色、材料などを
生かしながら、どのように表す
かについて考えている。
・形や色の感じ、それらの組合
せによる感じなどを基に、自分
のイメージをもちながら、実際
に使うなどして自分たちの作
品の造形的なよさや面白さ、
表したいこと、いろいろな表し
方などについて、感じ取ったり
考えたりし、自分の見方や感じ
方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい進ん
でのこぎりで切った木を組み
合わせて、生活で使えるもの
をつくる学習活動に取り組もう
としている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小３・４・上）
「顔を出したらなんだ
かわくわく」

（小５・６下）
「紙から生まれるすてきな
明かり」

わ
す
れ
ら
れ
な
い
気
持
ち

18
・
19

・水彩絵の具を適切に扱う
とともに、前学年までの描画
材などについての経験を生
かし、手や体全体を十分に
働かせ、表したいことに合
わせて表し方を工夫して表
す。
・自分たちの作品の造形的
なよさや面白さ、表したいこ
と、いろいろな表し方などに
ついて、感じ取ったり考えた
りし、自分の見方や感じ方
を広げる。
・進んで生活の中で忘れら
れないことやそのときの気
持ちを絵に表す活動に取り
組み、つくりだす喜びを味わ
うとともに、形や色などに関
わり楽しく豊かな生活を創
造しようとする。

4

・水彩絵の具を適切に扱うとと
もに、前学年までの描画材な
どについての経験を生かし、
手や体全体を十分に働かせ、
表したいことに合わせて表し
方を工夫して表している。
・形の感じ、色の感じ、それら
の組合せによる感じ、色の明
るさなどを基に、自分のイメー
ジをもちながら、自分たちの作
品の造形的なよさや面白さ、
表したいこと、いろいろな表し
方などについて、感じ取ったり
考えたりし、自分の見方や感じ
方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい進ん
で生活の中で忘れられないこ
とやそのときの気持ちを絵に
表す学習活動に取り組もうとし
ている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小３・４上）
「あの日あの時の気
持ち」

☆学級活動や学校行
事など、日常生活の
中にも忘れられない
時があることに気付
かせる。
 ☆参考作品を見た
り、写真をみたりして
自分が絵に表わした
いことを考えさせる。

（小５・６上）
「あの時あの場所わたし
の思い」

言
葉
か
ら
感
じ
て

36
・
37

・水彩絵の具を適切に扱う
とともに、前学年までの描画
材などについての経験を生
かし、手や体全体を十分に
働かせ、表したいことに合
わせて表し方を工夫して表
す。
・自分たちの作品の造形的
なよさや面白さ、表したいこ
と、いろいろな表し方などに
ついて、感じ取ったり考えた
りし、自分の見方や感じ方
を広げる。
・進んで詩や物語などから
想像を広げて絵に表す活動
に取り組み、つくりだす喜び
を味わうとともに、形や色な
どに関わり楽しく豊かな生
活を創造しようとする。

4

・水彩絵の具を適切に扱うとと
もに、前学年までの描画材な
どについての経験を生かし、
手や体全体を十分に働かせ、
表したいことに合わせて表し
方を工夫して表している。
・形の感じ、色の感じ、それら
の組合せによる感じ、色の明
るさなどを基に、自分のイメー
ジをもちながら、自分たちの作
品の造形的なよさや面白さ、
表したいこと、いろいろな表し
方などについて、感じ取ったり
考えたりし、自分の見方や感じ
方を広げている。
・つくりだす喜びを味わい進ん
で詩や物語などから想像を広
げて絵に表す学習活動に取り
組もうとしている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小３・４・上）
「ことばから思いうか
べて」

（小５・６上）
「言葉から思いを広げて」
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取
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4 感
じ
た
こ
と
を
伝
え
合
う

／わ
た
し
と
ひ
び
き
合
う

5
～
7

・主体的に抽象的な美術作
品を鑑賞し、友人と話をして
見方や感じ方を深める活動
に取り組み、つくりだす喜び
を味わうとともに、形や色な
どに関わり楽しく豊かな生
活を創造しようとする。

1

・つくりだす喜びを味わい主体的
に抽象的な美術作品を鑑賞し、
友人と話をして見方や感じ方を
深める学習活動に取り組もうと
している。 ○

観察 （小３・４下）
「見つけよう感じよう
形と色のいい感じ」
「ためす　見つける」

（小５・６下）
「わたしとひびき合う」
「絵の具スケッチ」

4 心
の
も
よ
う

8
～
11

・表現方法に応じて水彩絵
の具などを活用するととも
に、前学年までのクレヨン・
パス、コンテ・パステルなど
の経験や技能を総合的に
生かしたり、表現に適した方
法などを組み合わせたりす
るなどして、表したいことに
合わせて表し方を工夫して
表す。
・自分たちの作品などの造
形的なよさや美しさ、表現の
意図や特徴、表し方の変化
などについて、感じ取ったり
考えたりし、自分の見方や
感じ方を深める。
・主体的に思いのままにか
いた形や色から、いろいろ
な気持ちを見付け心を表す
活動に取り組み、つくりだす
喜びを味わうとともに、形や
色などに関わり楽しく豊か
な生活を創造しようとする。

4

・表現方法に応じて水彩絵の具
などを活用するとともに、前学年
までのクレヨン・パス、コンテ・パ
ステルなどの経験や技能を総合
的に生かしたり、表現に適した
方法などを組み合わせたりする
などして、表したいことに合わせ
て表し方を工夫して表している。
・動き、バランス、色の鮮やかさ
などを基に、自分のイメージをも
ちながら、自分たちの作品など
の造形的なよさや美しさ、表現
の意図や特徴、表し方の変化な
どについて、感じ取ったり考えた
りし、自分の見方や感じ方を深
めている。
・つくりだす喜びを味わい主体的
に思いのままにかいた形や色か
ら、いろいろな気持ちを見付け
心を表す学習活動に取り組もう
としている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小３・４年下）
「絵の具でゆめもよう」

☆かきながら自分の気
持ちに合う形や色を見
付けさせる。

（小５・６下）
「感じて　考えて」

5 形
に
命
を
ふ
き
こ
ん
で

12
・
13

・表現方法に応じてタブレッ
ト端末を活用するとともに、
前学年までの材料や用具に
ついての経験や技能を総合
的に生かしたり、表現に適
した方法などを組み合わせ
たりするなどして、表したい
ことに合わせて表し方を工
夫して表す。
・自分たちの作品の造形的
なよさや美しさ、表現の意図
や特徴、表し方の変化など
について、感じ取ったり考え
たりし、自分の見方や感じ
方を深める。
・主体的にコマ撮りアニメー
ションの仕組みを使って表
す活動に取り組み、つくりだ
す喜びを味わうとともに、形
や色などに関わり楽しく豊
かな生活を創造しようとす
る。

4

・表現方法に応じてタブレット端
末を活用するとともに、前学年
までの材料や用具についての
経験や技能を総合的に生かした
り、表現に適した方法などを組
み合わせたりするなどして、表し
たいことに合わせて表し方を工
夫して表している。
・動き、奥行き、バランスなどを
基に、自分のイメージをもちなが
ら、自分たちの作品の造形的な
よさや美しさ、表現の意図や特
徴、表し方の変化などについ
て、感じ取ったり考えたりし、自
分の見方や感じ方を深めてい
る。
・つくりだす喜びを味わい主体的
にコマ撮りアニメーションの仕組
みを使って表す学習活動に取り
組もうとしている。

○ ○ ○

観察
発言
作品
作品カード
鑑賞カード

（小３・４下）
「コロコロガーレ」

☆完成作品を鑑賞させ
る等、具体的な作品の
イメージをもたせる。

☆動きや形、場面の変
化がはっきりわかるよ
うに指導する。

（小５・６下）
「ここから見ると」

小学校　第５学年　『　図画工作科　』　年間指導計画
わたしとひびきあう　図画工作5・6上

主な評価の観点

月
題
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準 評価の方法
既習事項で押さえる
べき内容
☆指導のポイント

上級学年・後期課程との
関連（同学年を含む)



5 あ
ん
な
と
こ
ろ
が
こ
ん
な
と
こ
ろ
に

14
・
15

・身の回りの場所や空間の
特徴を基に造形的な活動を
思い付き、構成したり周囲
の様子を考え合わせたりし
ながら、どのように活動する
かについて考える。
・主体的に身の回りの場所
や空間の特徴を生かして、
面白く見えるようにつくりか
える活動に取り組み、つくり
だす喜びを味わうとともに、
形や色などに関わり楽しく
豊かな生活を創造しようと
する。

2

・動き、奥行き、バランスなどを
基に、自分のイメージをもちなが
ら、身の回りの場所や空間の特
徴を基に、造形的な活動を思い
付き、構成したり周囲の様子を
考え合わせたりしながら、どのよ
うに活動するかについて考えて
いる。
・つくりだす喜びを味わい主体的
に身の回りの場所や空間の特
徴を生かして、面白く見えるよう
につくりかえる学習活動に取り
組もうとしている。

○ ○

観察
作品
振り返り
カード

（小３・４下）
「まどをのぞいて」
・段ボールを使って、
身近な場所の形をもと
に発想して作る。

☆場所の色や形から
どんな空間にするか考
えさせる。

（小５・６下）
「糸から生まれるわたしの
空間」

6
・
7

糸
の
こ
ス
イ
ス
イ

18
・
19

・表現方法に応じて電動糸
のこぎりを活用するととも
に、前学年までの板材につ
いての経験や技能を総合的
に生かしたり、表現に適した
方法などを組み合わせたり
するなどして、表したいこと
に合わせて表し方を工夫し
て表す。
・板を切り分け、組み合わせ
ながら感じたこと、想像した
ことから、表したいことを見
付け、形や色、材料の特
徴、構成の美しさなどの感
じなどを考えながら、どのよ
うに主題を表すかについて
考える。
・自分たちの作品の造形的
なよさや美しさ、表現の意図
や特徴、表し方の変化など
について、感じ取ったり考え
たりし、自分の見方や感じ
方を深める。
・主体的に電動糸のこぎり
で板を切り、組み合わせて
表す活動に取り組み、つくり
だす喜びを味わうとともに、
形や色などに関わり楽しく
豊かな生活を創造しようと
する。

5

・表現方法に応じて電動糸のこ
ぎりを活用するとともに、前学年
までの板材についての経験や
技能を総合的に生かしたり、表
現に適した方法などを組み合わ
せたりするなどして、表したいこ
とに合わせて表し方を工夫して
表している。
・動き、バランスなどを基に、自
分のイメージをもちながら、板を
切り分け、組み合わせながら感
じたこと、想像したことから、表し
たいことを見付け、形や色、材
料の特徴、構成の美しさなどの
感じなどを考えながら、どのよう
に主題を表すかについて考えて
いる。
・動き、バランスなどを基に、自
分のイメージをもちながら、自分
たちの作品の造形的なよさや美
しさ、表現の意図や特徴、表し
方の変化などについて、感じ
取ったり考えたりし、自分の見
方や感じ方を深めている。
・つくりだす喜びを味わい主体的
に電動糸のこぎりで板を切り、
組み合わせて表す学習活動に
取り組もうとしている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小３・４下）
「のこぎりギコギコ」

☆電動糸のこぎりを
使って、板を自由に切
り、できた形に切り込
みを入れて組み合わ
せを考えさせる。

（小５・６下）
「1枚の板から」

9 言
葉
か
ら
思
い
を
広
げ
て

32
・
33

・表現方法に応じて水彩絵
の具を活用するとともに、前
学年までの描画材などにつ
いての経験や技能を総合的
に生かしたり、表現に適した
方法などを組み合わせたり
するなどして、表したいこと
に合わせて表し方を工夫し
て表す。
・詩や物語などから感じたこ
とや想像したことから、表し
たいことを見付け、形や色、
材料の特徴、構成の美しさ
などの感じなどを考えなが
ら、どのように主題を表すか
について考える。
・自分たちの作品の造形的
なよさや美しさ、表現の意図
や特徴、表し方の変化など
について、感じ取ったり考え
たりし、自分の見方や感じ
方を深める。
・主体的に詩や物語などに
触れて感じたことを絵に表
す活動に取り組み、つくりだ
す喜びを味わうとともに、形
や色などに関わり楽しく豊
かな生活を創造しようとす
る。

4

・表現方法に応じて水彩絵の具
を活用するとともに、前学年まで
の描画材などについての経験
や技能を総合的に生かしたり、
表現に適した方法などを組み合
わせたりするなどして、表したい
ことに合わせて表し方を工夫し
て表している。
・動き、奥行き、バランス、色の
鮮やかさなどを基に、自分のイ
メージをもちながら、詩や物語な
どから感じたことや想像したこと
から、表したいことを見付け、形
や色、材料の特徴、構成の美し
さなどの感じなどを考えながら、
どのように主題を表すかについ
て考えている。
・動き、奥行き、バランス、色の
鮮やかさなどを基に、自分のイ
メージをもちながら、自分たちの
作品の造形的なよさや美しさ、
表現の意図や特徴、表し方の変
化などについて、感じ取ったり考
えたりし、自分の見方や感じ方
を深めている。
・つくりだす喜びを味わい主体的
に詩や物語などに触れて感じた
ことを絵に表す学習活動に取り
組もうとしている。

○ ○ ○

観察
アイディア
スケッチ
鑑賞カード
作品カード

（小３・４下）
「言葉から感じて」

☆中心になるものをど
の程度の大きさで、ど
のように工夫して表し
ているか。画面からは
み出してかいているの
か、そうでないか、色
づかいはどうかなどを
確認させる。

（小５・６下）
「言葉から想像を広げて」



9 水
か
ら
発
見
　
こ
こ
き
れ
い
！

30
・
31

・水と容器などを使って、「き
れい」と感じる様子を見付け
るときの感覚や行為を通し
て、動き、奥行き、バラン
ス、色の鮮やかさなどを理
解する。
・水と容器などでつくった形
や色や写真で写した様子な
どの造形的なよさや美しさ、
表現の意図や特徴、表し方
の変化などについて、感じ
取ったり考えたりし、自分の
見方や感じ方を深める。

2

・水と容器などを使って、「きれ
い」と感じる様子を見付けるとき
の感覚や行為を通して、動き、
奥行き、バランス、色の鮮やか
さなどを理解している。
・動き、奥行き、バランス、色の
鮮やかさなどを基に、自分のイ
メージをもちながら、水と容器な
どでつくった形や色や写真で写
した様子などの造形的なよさや
美しさ、表現の意図や特徴、表
し方の変化などについて、感じ
取ったり考えたりし、自分の見
方や感じ方を深めている。

○ ○

観察
鑑賞カード

（小３・４下）
「写真をとったら見えて
きた」

☆色水を入れた容器を
重ねたり、並べたりし
て、表現方法をひろげ
させる。

10 の
ぞ
い
て
み
る
と

34
・
35

・表現方法に応じて材料や
用具を活用するとともに、前
学年までの材料や用具につ
いての経験や技能を総合的
に生かしたり、表現に適した
方法などを組み合わせたり
するなどして、表したいこと
に合わせて表し方を工夫し
て表す。
・光の差し込む箱の中をの
ぞいて感じたこと、想像した
こと、見たことから、表した
いことを見付け、形や色、材
料の特徴、構成の美しさな
どの感じなどを考えながら、
どのように主題を表すかに
ついて考える。
・主体的に段ボール箱に穴
を開けて、差し込む光を見
ながら思い付いたことを表
す活動に取り組み、つくりだ
す喜びを味わうとともに、形
や色などに関わり楽しく豊
かな生活を創造しようとす
る。

4

・表現方法に応じて材料や用具
を活用するとともに、前学年まで
の材料や用具についての経験
や技能を総合的に生かしたり、
表現に適した方法などを組み合
わせたりするなどして、表したい
ことに合わせて表し方を工夫し
て表している。
・奥行き、動き、バランス、色の
鮮やかさなどを基に、自分のイ
メージをもちながら、光の差し込
む箱の中をのぞいて感じたこ
と、想像したこと、見たことから、
表したいことを見付け、形や色、
材料の特徴、構成の美しさなど
の感じなどを考えながら、どのよ
うに主題を表すかについて考え
ている。
・つくりだす喜びを味わい主体的
に段ボール箱に穴を開けて、差
し込む光を見ながら思い付いた
ことを表す学習活動に取り組も
うとしている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード

（小３・４下）
「ようこそ！ゆめのまち
へ」

（小５・６下）
「未来のわたし」

10 光
と
場
所
の
ハ
ー

モ
ニ
ー

（
暗
い
場
所
で
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明
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プ
ロ
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ラ
ミ
ン
グ
で
　
選
択

「
）

42
・
43

・活動に応じて材料や用具
を活用するとともに、前学年
までの材料や用具について
の経験や技能を総合的に
生かしたり、方法などを組
み合わせたりするなどして、
活動を工夫してつくる。
・材料や、活動する場所や
空間の特徴などを基に造形
的な活動を思い付き、構成
したり周囲の様子を考え合
わせたりしながら、どのよう
に活動するかについて考え
る。
・主体的に光と場所の特徴
を生かして、美しい空間をつ
くる活動に取り組み、つくり
だす喜びを味わうとともに、
形や色などに関わり楽しく
豊かな生活を創造しようと
する。

2

・活動に応じて材料や用具を活
用するとともに、前学年までの
材料や用具についての経験や
技能を総合的に生かしたり、方
法などを組み合わせたりするな
どして、活動を工夫してつくって
いる。
・動き、奥行き、バランス、色の
鮮やかさなどを基に、自分のイ
メージをもちながら、材料や、活
動する場所や空間の特徴などを
基に造形的な活動を思い付き、
構成したり周囲の様子を考え合
わせたりしながら、どのように活
動するかについて考えている。
・つくりだす喜びを味わい主体的
に光と場所の特徴を生かして、
美しい空間をつくる学習活動に
取り組もうとしている。

○ ○ ○

観察
作品
振り返り
カード

（小３・４下）
「まどをのぞいて」

☆材料への光の当て
方をいろいろ試させ、
光を美しく見せる方法
を考えさせる。

（小５・６下）
「糸から生まれるわたしの
空間」



11 笑
顔
が
生
ま
れ
る
し
か
け

38
・
39

・表現方法に応じて材料や
用具を活用するとともに、前
学年までの材料や用具につ
いての経験や技能を総合的
に生かしたり、表現に適した
方法などを組み合わせたり
するなどして、表したいこと
に合わせて表し方を工夫し
て表す。
・自分たちの作品や生活の
中の造形の造形的なよさ
や、表現の意図や特徴、表
し方の変化などについて、
感じ取ったり考えたりし、自
分の見方や感じ方を深め
る。
・主体的に身近な場所に笑
顔が生まれるしかけをつくる
活動に取り組み、つくりだす
喜びを味わうとともに、形や
色などに関わり楽しく豊か
な生活を創造しようとする。

4

・表現方法に応じて材料や用具
を活用するとともに、前学年まで
の材料や用具についての経験
や技能を総合的に生かしたり、
表現に適した方法などを組み合
わせたりするなどして、表したい
ことに合わせて表し方を工夫し
て表している。
・形や色などの造形的な特徴を
基に、自分のイメージをもちなが
ら、自分たちの作品や生活の中
の造形の造形的なよさや、表現
の意図や特徴、表し方の変化な
どについて、感じ取ったり考えた
りし、自分の見方や感じ方を深
めている。
・つくりだす喜びを味わい主体的
に身近な場所に笑顔が生まれ
るしかけをつくる学習活動に取
り組もうとしている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小３・４下）
「幸せを運ぶカード」

（小５・６下）
「あったらいいなプロジェ
クト」

11
・
12

美
し
く
立
つ
は
り
金

26
・
27

・表現方法に応じて針金や
ペンチを活用するとともに、
前学年までの材料や用具に
ついての経験や技能を総合
的に生かしたり、表現に適
した方法などを組み合わせ
たりするなどして、表したい
ことに合わせて表し方方を
工夫して表す。
・針金の形を変えながら感
じたこと、想像したことから、
表したいことを見付け、形や
色、材料の特徴、構成の美
しさなどの感じなどを考えな
がら、どのように主題を表す
かについて考える。
・主体的に針金の形を変え
ながら、立ち上がる形をつく
る活動に取り組み、つくりだ
す喜びを味わうとともに、形
や色などに関わり楽しく豊
かな生活を創造しようとす
る。

4

・表現方法に応じて針金やペン
チを活用するとともに、前学年ま
での材料や用具についての経
験や技能を総合的に生かした
り、表現に適した方法などを組
み合わせたりするなどして、表し
たいことに合わせて表し方を工
夫して表している。
・動き、バランスなどを基に、自
分のイメージをもちながら、針金
の形を変えながら感じたこと、想
像したことから、表したいことを
見付け、形や色、材料の特徴、
構成の美しさなどの感じなどを
考えながら、どのように主題を
表すかについて考えている。
・つくりだす喜びを味わい主体的
に針金の形を変えながら、立ち
上がる形をつくる学習活動に取
り組もうとしている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード

（小３・４下）
「のこぎりギコギコ」

☆アルミ針金の先を丸
めたりビニールテープ
で巻いたりして安全に
気を付けさせるように
する。

（中２・３）
学習を支える資料
「金属や石でつくる」

1 紙
か
ら
生
ま
れ
る
す
て
き
な
明
か
り

52
・
53

・表現方法に応じて紙を活
用するとともに、前学年まで
の紙材や光についての経
験や技能を総合的に生かし
たり、表現に適した方法な
どを組み合わせたりするな
どして、表したいことに合わ
せて表し方を工夫して表
す。
・自分たちの作品や生活の
中の造形の造形的なよさや
美しさ、表現の意図や特
徴、表し方の変化などにつ
いて、感じ取ったり考えたり
し、自分の見方や感じ方を
深める。
・主体的に紙を使ってすてき
な明かりをつくる活動に取り
組み、つくりだす喜びを味わ
うとともに、形や色などに関
わり楽しく豊かな生活を創
造しようとする。

4

・表現方法に応じて紙を活用す
るとともに、前学年までの紙材
や光についての経験や技能を
総合的に生かしたり、表現に適
した方法などを組み合わせたり
するなどして、表したいことに合
わせて表し方を工夫して表して
いる。
・動き、バランス、色の鮮やかさ
などを基に、自分のイメージをも
ちながら、自分たちの作品や生
活の中の造形の造形的なよさ
や美しさ、表現の意図や特徴、
表し方の変化などについて、感
じ取ったり考えたりし、自分の見
方や感じ方を深めている。
・つくりだす喜びを味わい主体的
に紙を使ってすてきな明かりを
つくる学習活動に取り組もうとし
ている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（３・４下）
「おもしろだんボール
ボックス」

（小５・６下）
「形の組み合わせで何で
きる？」

（中２・３）
デザインや工芸など
「心をともすあかり」
「手作りに込める思い」
・ペントレイ　・箸置き等



1
・
2

消
し
て
か
く

16
・
17

・表現方法に応じてコンテや
消しゴムを活用するととも
に、前学年までの材料や用
具についての経験や技能を
総合的に生かしたり、表現
に適した方法などを組み合
わせたりするなどして、表し
たいことに合わせて表し方
を工夫して表す。
・自分たちの作品の造形的
なよさや美しさ、表現の意図
や特徴、表し方の変化など
について、感じ取ったり考え
たりし、自分の見方や感じ
方を深める。
・主体的にコンテで塗りつぶ
した画面を消しゴムで消し
ながら、思い付いたことを表
す活動に取り組み、つくりだ
す喜びを味わうとともに、形
や色などに関わり楽しく豊
かな生活を創造しようとす
る。

4

・表現方法に応じてコンテや消し
ゴムを活用するとともに、前学
年までの材料や用具について
の経験や技能を総合的に生か
したり、表現に適した方法などを
組み合わせたりするなどして、
表したいことに合わせて表し方
を工夫して表している。
・動き、奥行き、バランスなどを
基に、自分のイメージをもちなが
ら、自分たちの作品の造形的な
よさや美しさ、表現の意図や特
徴、表し方の変化などについ
て、感じ取ったり考えたりし、自
分の見方や感じ方を深めてい
る。
・つくりだす喜びを味わい主体的
にコンテで塗りつぶした画面を
消しゴムで消しながら、思い付
いたことを表す学習活動に取り
組もうとしている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小３・４下）
「絵の具でゆめもよう」

☆消し方や塗り方をい
ろいろ試させる。
☆見る方向を変えてか
かせる。

（小５・６下）
「墨と水から広がる世界」

2
・
3

ほ
り
進
め
て
刷
り
重
ね
て

48
・
49

・表現方法に応じて彫刻
刀、版画用具を活用すると
ともに、前学年までの版表
現についての経験や技能を
総合的に生かしたり、表現
に適した方法などを組み合
わせたりするなどして、表し
たいことに合わせて表し方
を工夫して表す。
・生活の中や偶然できた形
から感じたこと、想像したこ
と、見たことから、表したい
ことを見付け、形や色、材料
の特徴、構成の美しさなど
の感じなどを考えながら、ど
のように主題を表すかにつ
いて考える。
・自分たちの作品などの造
形的なよさや美しさ、表現の
意図や特徴、表し方の変化
などについて、感じ取ったり
考えたりし、自分の見方や
感じ方を深める。
・主体的に彫り進み版に表
す活動に取り組み、つくりだ
す喜びを味わうとともに、形
や色などに関わり楽しく豊
かな生活を創造しようとす
る。

6

・表現方法に応じて彫刻刀、版
画用具を活用するとともに、前
学年までの版表現についての
経験や技能を総合的に生かした
り、表現に適した方法などを組
み合わせたりするなどして、表し
たいことに合わせて表し方を工
夫して表している。
・動き、奥行き、バランス、色の
鮮やかさなどを基に、自分のイ
メージをもちながら、生活の中
や偶然できた形から感じたこと、
想像したこと、見たことから、表
したいことを見付け、形や色、材
料の特徴、構成の美しさなどの
感じなどを考えながら、どのよう
に主題を表すかについて考えて
いる。
・動き、奥行き、バランス、色の
鮮やかさなどを基に、自分のイ
メージをもちながら、自分たちの
作品などの造形的なよさや美し
さ、表現の意図や特徴、表し方
の変化などについて、感じ取っ
たり考えたりし、自分の見方や
感じ方を深めている。
・つくりだす喜びを味わい主体的
に彫り進み版に表す学習活動
に取り組もうとしている。

○ ○ ○

観察
作品
鑑賞カード
作品カード

（小３・４下）
「ほってすって見つけ
て」

☆彫った線を黒く表す
ため、刷り紙を黒画用
紙にする。絵の具に白
色を混ぜて発色をよく
し、絵の具を溶く水の
量は少なめがよいこと
を指導する。

☆版木に色を置いて刷
るときには、色の感じ
を確かめて水の濃さや
色の置き方を工夫させ
るようにする。

（小５・６下）
「版で広がるわたしの思
い」
・表現方法に応じて、適切
な彫刻刀を選択して使う。

総時間数 50

入れ替えて実施できる題材



切
り
分
け
た
形
か
ら
何
つ
く
る
？

（
ビ
ー

玉
・
パ
ズ
ル
　
選
択

）

20
・
21

・表現方法に応じて電動糸
のこぎり、板材を活用すると
ともに、前学年までの釘、金
づちなどについての経験や
技能を総合的に生かした
り、表現に適した方法などを
組み合わせたりするなどし
て、表したいことに合わせて
表し方を工夫して表す。
・感じたこと、想像したこと、
見たことから、表したいこと
を見付け、形や色、材料の
特徴、構成の美しさなどの
感じ、用途などを考えなが
ら、どのように主題を表すか
について考える。
・遊ぶなどして自分たちの
作品の造形的なよさや美し
さ、表現の意図や特徴、表
し方の変化などについて、
感じ取ったり考えたりし、自
分の見方や感じ方を深め
る。
・主体的に板材を使ってみ
んなで楽しく遊ぶものをつく
る活動に取り組み、つくりだ
す喜びを味わうとともに、形
や色などに関わり楽しく豊
かな生活を創造しようとす
る。

6

・表現方法に応じて電動糸のこ
ぎり、板材を活用するとともに、
前学年までの釘、金づちなどに
ついての経験や技能を総合的
に生かしたり、表現に適した方
法などを組み合わせたりするな
どして、表したいことに合わせて
表し方を工夫して表している。
・動き、バランス、色の鮮やかさ
などを基に、自分のイメージをも
ちながら、板を切り分けたり、
ビー玉を転がしたりして感じたこ
と、想像したこと、見たことから、
表したいことを見付け、形や色、
材料の特徴、構成の美しさなど
の感じ、用途などを考えながら、
どのように主題を表すかについ
て考えている。
・動き、バランス、色の鮮やかさ
などを基に、自分のイメージをも
ちながら、遊ぶなどして自分た
ちの作品の造形的なよさや美し
さ、表現の意図や特徴、表し方
の変化などについて、感じ取っ
たり考えたりし、自分の見方や
感じ方を深めている。
・つくりだす喜びを味わい主体的
に板材を使ってみんなで楽しく
遊ぶものをつくる学習活動に取
り組もうとしている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小３・４下）
「きって楽しいきっと使
える」

（小５・６下）
「くるくるクランク」
「1枚の板から」

あ
の
時
あ
の
場
所
　
わ
た
し
の
思
い

24
・
25

・表現方法に応じて水彩絵
の具を活用するとともに、前
学年までの材料や用具につ
いての経験や技能を総合的
に生かしたり、表現に適した
方法などを組み合わせたり
するなどして、表したいこと
に合わせて表し方を工夫し
て表す。
・普段の生活で感じたこと、
見たことから、表したいこと
を見付け、形や色、材料の
特徴、構成の美しさなどの
感じなどを考えながら、どの
ように主題を表すかについ
て考える。
・自分たちの作品などの造
形的なよさや美しさ、表現の
意図や特徴、表し方の変化
などについて、感じ取ったり
考えたりし、自分の見方や
感じ方を深める。
・主体的に普段の生活や身
の回りを見つめ、そのときに
感じたことを表す活動に取
り組み、つくりだす喜びを味
わうとともに、形や色などに
関わり楽しく豊かな生活を
創造しようとする。

4

・表現方法に応じて水彩絵の具
を活用するとともに、前学年まで
の材料や用具についての経験
や技能を総合的に生かしたり、
表現に適した方法などを組み合
わせたりするなどして、表したい
ことに合わせて表し方を工夫し
て表している。
・動き、奥行き、バランス、色の
鮮やかさなどを基に、自分のイ
メージをもちながら、普段の生
活で感じたこと、見たことから、
表したいことを見付け、形や色、
材料の特徴、構成の美しさなど
の感じなどを考えながら、どのよ
うに主題を表すかについて考え
ている。
・動き、奥行き、バランス、色の
鮮やかさなどを基に、自分のイ
メージをもちながら、自分たちの
作品などの造形的なよさや美し
さ、表現の意図や特徴、表し方
の変化などについて、感じ取っ
たり考えたりし、自分の見方や
感じ方を深めている。
・つくりだす喜びを味わい主体的
に普段の生活や身の回りを見
つめ、そのときに感じたことを表
す学習活動に取り組もうとして
いる。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小３・４下）
「わすれなれない気持
ち」

（小５・６下）
「私の大切な風景」



ふ
れ
て
伝
え
る
ス
ト
ー

リ
ー

28
・
29

・表現方法に応じて材料や
用具を活用するとともに、前
学年までの材料や用具につ
いての経験や技能を総合的
に生かしたり、表現に適した
方法などを組み合わせたり
するなどして、表したいこと
に合わせて表し方を工夫し
て表す。
・自分たちの作品などの造
形的なよさや美しさ、表現の
意図や特徴、表し方の変化
などについて、感じ取ったり
考えたりし、自分の見方や
感じ方を深める。
・主体的に材料の質感を生
かし構成して表す活動に取
り組み、つくりだす喜びを味
わうとともに、形や色などに
関わり楽しく豊かな生活を
創造しようとする。

4

・表現方法に応じて材料や用具
を活用するとともに、前学年まで
の材料や用具についての経験
や技能を総合的に生かしたり、
表現に適した方法などを組み合
わせたりするなどして、表したい
ことに合わせて表し方を工夫し
て表している。
・動き、バランス、材質感の違い
などを基に、自分のイメージをも
ちながら、自分たちの作品など
の造形的なよさや美しさ、表現
の意図や特徴、表し方の変化な
どについて、感じ取ったり考えた
りし、自分の見方や感じ方を深
めている。
・つくりだす喜びを味わい主体的
に材料の質感を生かし構成して
表す学習活動に取り組もうとし
ている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小３・４下）
「幸せを運ぶカード」

（小５・６下）
「あったらいいなプロジェ
クト」

ま
だ
見
ぬ
世
界

40
・
41

・表現方法に応じて水彩絵
の具を活用するとともに、前
学年までの材料や用具につ
いての経験や技能を総合的
に生かしたり、表現に適した
方法などを組み合わせたり
するなどして、表したいこと
に合わせて表し方を工夫し
て表す。
・写真から感じたこと、想像
したこと、見たことから、表し
たいことを見付け、形や色、
材料の特徴、構成の美しさ
などの感じなどを考えなが
ら、どのように主題を表すか
について考える。
・自分たちの作品の造形的
なよさや美しさ、表現の意図
や特徴、表し方の変化など
について、感じ取ったり考え
たりし、自分の見方や感じ
方を深める。
・主体的に写真から想像を
広げて絵に表す活動に取り
組み、つくりだす喜びを味わ
うとともに、形や色などに関
わり楽しく豊かな生活を創
造しようとする。

4

・表現方法に応じて水彩絵の具
を活用するとともに、前学年まで
の材料や用具についての経験
や技能を総合的に生かしたり、
表現に適した方法などを組み合
わせたりするなどして、表したい
ことに合わせて表し方を工夫し
て表している。
・動き、奥行き、バランス、色の
鮮やかさなどを基に、自分のイ
メージをもちながら、写真から感
じたこと、想像したこと、見たこと
から、表したいことを見付け、形
や色、材料の特徴、構成の美し
さなどの感じなどを考えながら、
どのように主題を表すかについ
て考えている。
・動き、奥行き、バランス、色の
鮮やかさなどを基に、自分のイ
メージをもちながら、自分たちの
作品の造形的なよさや美しさ、
表現の意図や特徴、表し方の変
化などについて、感じ取ったり考
えたりし、自分の見方や感じ方
を深めている。
・つくりだす喜びを味わい主体的
に写真から想像を広げて絵に表
す学習活動に取り組もうとして
いる。

○ ○ ○

観察
作品カード
鑑賞カード

（中３・４下）
「まぼろしの花」

（小５・６下）
「音の絵」

ミ
ラ
ク
ル
！
ミ
ラ
ー

ワ
ー

ル
ド

44
・
45

・表現方法に応じてミラー
シートなどを活用するととも
に、前学年までの材料や用
具についての経験や技能を
総合的に生かしたり、表現
に適した方法などを組み合
わせたりするなどして、表し
たいことに合わせて表し方
を工夫して表す。
・ミラーシートに形を映して
感じたこと、想像したこと、
見たことから、表したいこと
を見付け、形や色、材料の
特徴、構成の美しさなどの
感じなどを考えながら、どの
ように主題を表すかについ
て考える。
・主体的に鏡の面白さや不
思議さを生かして表す活動
に取り組み、つくりだす喜び
を味わうとともに、形や色な
どに関わり楽しく豊かな生
活を創造しようとする。

4

・表現方法に応じてミラーシート
などを活用するとともに、前学年
までの材料や用具についての
経験や技能を総合的に生かした
り、表現に適した方法などを組
み合わせたりするなどして、表し
たいことに合わせて表し方を工
夫して表している。
・奥行き、動き、バランスなどを
基に、自分のイメージをもちなが
ら、ミラーシートに形を映して感
じたこと、想像したこと、見たこと
から、表したいことを見付け、形
や色、材料の特徴、構成の美し
さなどの感じなどを考えながら、
どのように主題を表すかについ
て考えている。
・つくりだす喜びを味わい主体的
に鏡の面白さや不思議さを生か
して表す学習活動に取り組もう
としている。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード

（小３・４下）
「ようこそ！ゆめのまち
へ」

（小５・６下）
「未来のわたし」
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選
択

）

50
・
51

・表現方法に応じてかきべ
らなどを活用するとともに、
前学年までの材料や用具に
ついての経験や技能を総合
的に生かしたり、表現に適
した方法などを組み合わせ
たりするなどして、表したい
ことに合わせて表し方を工
夫して表す。
・材料を削りながら感じたこ
と、想像したこと、見たこと
から、表したいことを見付
け、形や材料の特徴、構成
の美しさなどの感じなどを
考えながら、どのように主題
を表すかについて考える。
・主体的に材料を少しずつ
削って形に表す活動に取り
組み、つくりだす喜びを味わ
うとともに、形や色などに関
わり楽しく豊かな生活を創
造しようとする。

4

・表現方法に応じてかきべらな
どを活用するとともに、前学年ま
での材料や用具についての経
験や技能を総合的に生かした
り、表現に適した方法などを組
み合わせたりするなどして、表し
たいことに合わせて表し方を工
夫して表している。
・動き、バランスなどを基に、自
分のイメージをもちながら、材料
を削りながら、感じたこと、想像
したこと、見たことから、表した
いことを見付け、形や材料の特
徴、構成の美しさなどの感じな
どを考えながら、どのように主題
を表すかについて考えている。
・つくりだす喜びを味わい主体的
に材料を少しずつ削って形に表
す学習活動に取り組もうとして
いる。

○ ○ ○

観察
作品
作品カード

（小３・４下）
「ねん土の板を立ち上
げて」

☆粘土に触れながら感
じたことをもとに形を考
えさせる。

☆ピーラーでも形を変
えられるので、効果的
に活用させてもよい。

（小５・６下）
「固まった形から」
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と
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5
～
7

・主体的に身近な自然や場
所などを絵に表す活動に取
り組み、つくりだす喜びを味
わうとともに、形や色などに
関わり楽しく豊かな生活を
創造しようとする。

2

・つくりだす喜びを味わい主体
的に身近な自然や場所などを
絵に表す学習活動に取り組も
うとしている。

◯

観察 （小5・6上）
「感じたことを伝え合
う」
「わたしとひびき合う」

（中１）
学習を支える資料
「発想のためのスケッチ
ブック」
「絵の具で描く」

4 音
の
絵

10
～
13

・表現方法に応じて水彩絵
の具を活用するとともに、前
学年までの材料や用具に
ついての経験や技能を総合
的に生かしたり、表現に適
した方法などを組み合わせ
たりするなどして、表したい
ことに合わせて表し方を工
夫して表す。
・身近な音を聞いて感じたこ
と、想像したことから、表し
たいことを見付け、形や色、
材料の特徴、構成の美しさ
などの感じなどを考えなが
ら、どのように主題を表す
かについて考える。
・自分たちの作品の造形的
なよさや美しさ、表現の意
図や特徴、表し方の変化な
どについて、感じ取ったり考
えたりし、自分の見方や感
じ方を深める。
・主体的に身近な音を聞い
て、イメージを広げて絵に表
す活動に取り組み、つくりだ
す喜びを味わうとともに、形
や色などに関わり楽しく豊
かな生活を創造しようとす
る。

4

・表現方法に応じて水彩絵の
具を活用するとともに、前学
年までの材料や用具について
の経験や技能を総合的に生
かしたり、表現に適した方法
などを組み合わせたりするな
どして、表したいことに合わせ
て表し方を工夫して表してい
る。
・動き、奥行き、バランス、色
の鮮やかさなどを基に、自分
のイメージをもちながら、身近
な音を聞いて感じたことや想
像したことから、表したいこと
を見付け、形や色、材料の特
徴、構成の美しさなどの感じ
などを考えながら、どのように
主題を表すかについて考えて
いる。
・動き、奥行き、バランス、色
の鮮やかさなどを基に、自分
のイメージをもちながら、自分
たちの作品の造形的なよさや
美しさ、表現の意図や特徴、
表し方の変化などについて、
感じ取ったり考えたりし、自分
の見方や感じ方を深めてい
る。
・つくりだす喜びを味わい主体
的に身近な音を聞いて、イ
メージを広げて絵に表す学習
活動に取り組もうとしている。

◯ ◯ ◯

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小５・６上）
「まだ見ぬ世界」

☆音楽の「鑑賞」と関
連させて、音楽で学ん
だ曲を基に活動させる
こともできる。

（中２・３）
「形と色の挑戦」

5 糸
か
ら
生
ま
れ
る
わ
た
し
の
空
間

14
・
15

・糸や場所や空間などの特
徴を基に造形的な活動を思
い付き、空間を構成したり
周囲の様子を考え合わせ
たりしながら、どのように活
動するかについて考える。
・自分たちのつくりだしたも
のの造形的なよさや美し
さ、表現の意図や特徴、つく
り方の変化などについて感
じ取ったり考えたりし、自分
の見方や感じ方を深める。
・主体的に糸や場所や空間
の特徴を生かして新しい空
間をつくる活動に取り組み、
つくりだす喜びを味わうとと
もに、形や色などに関わり
楽しく豊かな生活を創造し
ようとする。

2

・動き、奥行き、バランスなど
を基に、自分のイメージをもち
ながら、糸や場所や空間など
の特徴を基に造形的な活動を
思い付き、空間を構成したり
周囲の様子を考え合わせたり
しながら、どのように活動する
かについて考えている。
・動き、奥行き、バランスなど
を基に、自分のイメージをもち
ながら、自分たちのつくりだし
たものの造形的なよさや美し
さ、表現の意図や特徴、つくり
方の変化などについて感じ
取ったり考えたりし、自分の見
方や感じ方を深めている。
・つくりだす喜びを味わい主体
的に糸や場所や空間の特徴
を生かして新しい空間をつくる
学習活動に取り組もうとしてい
る。

◯ ◯

観察
作品
振り返りカー
ド

（小５・６上）
「あんなところがこんな
ところに見えてきた」

小学校　第６学年　『　図画工作科　』　年間指導計画
わたしとひびきあう　図画工作5・6下

主な評価の観点

月
題
材
名

ペ
ー

ジ
到達目標（活動目標）

時
間

評価規準 評価の方法
既習事項で押さえるべ
き内容
☆指導のポイント

上級学年・後期課程との
関連（同学年を含む)



5
・
6

く
る
く
る
ク
ラ
ン
ク

22
・
23

・表現方法に応じて身辺材
などを活用するとともに、前
学年までの材料や用具に
ついての経験や技能を総合
的に生かしたり、表現に適
した方法などを組み合わせ
たりするなどして、表したい
ことに合わせて表し方を工
夫して表す。
・仕組みを動かして感じたこ
と、想像したこと、見たこと
から、表したいことを見付
け、形や色、材料の特徴、
構成の美しさなどの感じな
どを考えながら、どのように
主題を表すかについて考え
る。
・主体的にクランクの仕組
みを使って、楽しく動くもの
をつくる活動に取り組み、つ
くりだす喜びを味わうととも
に、形や色などに関わり楽
しく豊かな生活を創造しよう
とする。

6

・表現方法に応じて身辺材な
どを活用するとともに、前学年
までの材料や用具についての
経験や技能を総合的に生かし
たり、表現に適した方法などを
組み合わせたりするなどし
て、表したいことに合わせて表
し方を工夫して表している。
・動き、バランスなどを基に、
自分のイメージをもちながら、
仕組みを動かして感じたこと、
想像したこと、見たことから、
表したいことを見付け、形や
色、材料の特徴、構成の美し
さなどの感じなどを考えなが
ら、どのように主題を表すか
について考えている。
・つくりだす喜びを味わい主体
的にクランクの仕組みを使っ
て、楽しく動くものをつくる学習
活動に取り組もうとしている。

◯ ◯ ◯

観察
作品
作品カード

（小５・６上）
「切り分けた形から何
つくる？」

☆クランクの仕組みを
生かして動きのある面
白いおもちゃを構想で
きるよう、実際に動か
して、仕組みを確かめ
させ、イメージを広げさ
せる。

（中１）
デザインや工芸など
「気持ちを伝えるデザイ
ン」

（中２・３）
学習を支える資料
「映像メディアを活用す
る」
絵や彫刻など
「絵や立体が動き出す」

7 こ
の
筆
あ
と

、
ど
ん
な
空
？

24
・
25

・空がかかれた美術作品を
見るときの感覚や行為を通
して、動き、奥行き、バラン
ス、色の鮮やかさなどを理
解する。
・我が国や諸外国の親しみ
のある美術作品の造形的
なよさや美しさ、表現の意
図や特徴、表し方の変化な
どについて、感じ取ったり考
えたりし、自分の見方や感
じ方を深める。
・主体的に空がかかれた美
術作品を見て、表し方の違
いを見付け、よさや美しさを
味わう活動に取り組み、つく
りだす喜びを味わうととも
に、形や色などに関わり楽
しく豊かな生活を創造しよう
とする。

2

・空がかかれた美術作品を見
るときの感覚や行為を通し
て、動き、奥行き、バランス、
色の鮮やかさなどを理解して
いる。
・動き、奥行き、バランス、色
の鮮やかさなどを基に、自分
のイメージをもちながら、我が
国や諸外国の親しみのある美
術作品の造形的なよさや美し
さ、表現の意図や特徴、表し
方の変化などについて、感じ
取ったり考えたりし、自分の見
方や感じ方を深めている。
・つくりだす喜びを味わい主体
的に空がかかれた美術作品
を見て、表し方の違いを見付
け、よさや美しさを味わう学習
活動に取り組もうとしている。

○ ○ ○

観察
発言
鑑賞カード

（小3・4下）
「体でかんしょう」

☆いろいろな作品の形
や色をとらえ、自分な
りのイメージをもたせ
る。

（中２・３）
絵や彫刻など
「灰色のフェルトの帽子の
自画像」
フィンセント・ファン・ゴッホ

9 一
枚
の
板
か
ら

32
・
33

・表現方法に応じて電動糸
のこぎりや塗料を活用する
とともに、前学年までの木
工作についての経験や技
能を総合的に生かしたり、
表現に適した方法などを組
み合わせたりするなどして、
表したいことに合わせて表
し方を工夫して表す。
・感じたこと、想像したこと、
見たことから表したいことを
見付け、形や色、材料の特
徴、構成の美しさなどの感
じ、用途などを考えながら、
どのように主題を表すかに
ついて考える。
・実際に使うなどして自分た
ちの作品などの造形的なよ
さや美しさ、表現の意図や
特徴、表し方の変化などに
ついて、感じ取ったり考えた
りし、自分の見方や感じ方
を深める。
・主体的に１枚の板から生
活で使えるものをつくる活
動に取り組み、つくりだす喜
びを味わうとともに、形や色
などに関わり楽しく豊かな
生活を創造しようとする。

6

・表現方法に応じて電動糸の
こぎりや塗料を活用するととも
に、前学年までの木工作につ
いての経験や技能を総合的
に生かしたり、表現に適した
方法などを組み合わせたりす
るなどして、表したいことに合
わせて表し方を工夫して表し
ている。
・形や色などの造形的な特徴
を基に、自分のイメージをもち
ながら、感じたこと、想像した
こと、見たことから表したいこ
とを見付け、形や色、材料の
特徴、構成の美しさなどの感
じ、用途などを考えながら、ど
のように主題を表すかについ
て考えている。
・形や色などの造形的な特徴
を基に、自分のイメージをもち
ながら、実際に使うなどして自
分たちの作品などの造形的な
よさや美しさ、表現の意図や
特徴、表し方の変化などにつ
いて、感じ取ったり考えたり
し、自分の見方や感じ方を深
めている。
・つくりだす喜びを味わい主体
的に１枚の板から生活で使え
るものをつくる学習活動に取り
組もうとしている。

◯ ◯ ◯

観察
アイデアス
ケッチ
作品
作品カード
鑑賞カード

（小5・6上）
「糸のこスイスイ」
「切り分けた形から何
つくる？」

☆作りたいものをどの
ように作っていくか、ア
イディアスケッチをか
いて構想をまとめさせ
る。

☆１枚の板の切り方を
工夫してむだのない使
い方をさせる。

（中１）
「木のぬくもりとくらす」



10 墨
と
水
か
ら
広
が
る
世
界

18
・
19

・墨と水を使って和紙に試し
ながら、思いを広げて表す
ときの感覚や行為を通し
て、動き、奥行き、バランス
などを理解する。
・表現方法に応じて墨を活
用するとともに、前学年まで
の水や筆などについての経
験や技能を総合的に生かし
たり、表現に適した方法な
どを組み合わせたりするな
どして、表したいことに合わ
せて表し方を工夫して表
す。
・墨でかいて感じたこと、想
像したこと、見たことから、
表したいことを見付け、形や
色、材料の特徴、構成の美
しさなどの感じなどを考えな
がら、どのように主題を表
すかについて考える。
・主体的に墨と水を使い試
しながら思いを広げて絵に
表す活動に取り組み、つくり
だす喜びを味わうとともに、
形や色などに関わり楽しく
豊かな生活を創造しようと
する。

4

・墨と水を使って和紙に試しな
がら、思いを広げて表すとき
の感覚や行為を通して、動
き、奥行き、バランスなどを理
解している。
・表現方法に応じて墨を活用
するとともに、前学年までの水
や筆などについての経験や技
能を総合的に生かしたり、表
現に適した方法などを組み合
わせたりするなどして、表した
いことに合わせて表し方を工
夫して表している。
・動き、奥行き、バランスなど
を基に、自分のイメージをもち
ながら、墨でかいて感じたこ
と、想像したこと、見たことか
ら、表したいことを見付け、形
や色、材料の特徴、構成の美
しさなどの感じなどを考えなが
ら、どのように主題を表すか
について考えている。
・つくりだす喜びを味わい主体
的に墨と水を使い試しながら
思いを広げて絵に表す学習活
動に取り組もうとしている。

◯ ◯ ◯

観察
作品
作品カード

（小５・６上）
「消してかく」
・コンテでぬりつぶした
画面を消しゴムで消し
ながら現れる形から思
い付いて絵に表す。

☆墨でいろいろ試すこ
とで生まれる形や色を
とらえ、表したいものの
イメージをもたせる。

（小５・６下）
「感じて、考えて」

（中１）
学習を支える資料
「絵の具で描く」

（中２・３）
「墨の世界を体感しよう」

10
・
11

こ
こ
か
ら
見
る
と

8
・
9

・活動に応じて色画用紙や
テープを活用するとともに、
前学年までの材料や用具
についての経験や技能を総
合的に生かしたり、方法な
どを組み合わせたりするな
どして、活動を工夫してつく
る。
・身近な場所などを見たこ
と、感じたこと、想像したこと
から表したいことを見付け、
形や色、構成の美しさなど
の感じなどを考えながら、ど
のように主題を表すかにつ
いて考える。
・主体的に場所の奥行きを
生かして、楽しく見えるもの
をつくる活動に取り組み、つ
くりだす喜びを味わうととも
に、形や色などに関わり楽
しく豊かな生活を創造しよう
とする。

4

・活動に応じて色画用紙や
テープを活用するとともに、前
学年までの材料や用具につ
いての経験や技能を総合的
に生かしたり、方法などを組
み合わせたりするなどして、
活動を工夫してつくっている。
・奥行き、バランスなどを基
に、自分のイメージをもちなが
ら、身近な場所などを見たこ
と、感じたこと、想像したことか
ら表したいことを見付け、形や
色、構成の美しさなどの感じ
などを考えながら、どのように
主題を表すかについて考えて
いる。
・つくりだす喜びを味わい主体
的に場所の奥行きを生かし
て、楽しく見えるものをつくる
活動に取り組もうとしている。

◯ ◯ ◯

観察
作品
振り返りカー
ド

（小５・６上）
「形に命をふきこんで」

☆場所の奥行きを生
かして、形や色から発
想し、自分なりのイメー
ジをもたせる。

11 わ
た
し
の
大
切
な
風
景

26
・
27

・表現方法に応じて水彩絵
の具を活用するとともに、前
学年までの描画材などにつ
いての経験や技能を総合
的に生かしたり、表現に適
した方法などを組み合わせ
たりするなどして、表したい
ことに合わせて表し方を工
夫して表す。
・自分たちの作品の造形的
なよさや美しさ、表現の意
図や特徴、表し方の変化な
どについて、感じ取ったり考
えたりし、自分の見方や感
じ方を深める。
・主体的に自分にとって大
切な風景を、思いが表れる
ように工夫しながら絵に表
す活動に取り組み、つくりだ
す喜びを味わうとともに、形
や色などに関わり楽しく豊
かな生活を創造しようとす
る。

4

・表現方法に応じて水彩絵の
具を活用するとともに、前学
年までの描画材などについて
の経験や技能を総合的に生
かしたり、表現に適した方法
などを組み合わせたりするな
どして、表したいことに合わせ
て表し方を工夫して表してい
る。
・動き、奥行き、バランス、色
の鮮やかさなどを基に、自分
のイメージをもちながら、自分
たちの作品の造形的なよさや
美しさ、表現の意図や特徴、
表し方の変化などについて、
感じ取ったり考えたりし、自分
の見方や感じ方を深めてい
る。
・つくりだす喜びを味わい主体
的に自分にとって大切な風景
を、思いが表れるように工夫し
ながら絵に表す学習活動に取
り組もうとしている。

◯ ◯ ◯

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小５・６上）
「あの時あの場所　わ
たしの思い」

☆毎日の生活を振り返
り、自分にとって大切
な風景をイメージさせ
る。

（中１）
「心やすらぐ私の風景」

（中２・３）
「情景、気持ちを重ねて」



12 自
然
を
感
じ
る
す
て
き
な
場
所
で

42
～
45

・活動に応じて自然材を活
用するとともに、前学年まで
の材料や用具についての
経験や技能を総合的に生
かしたり、方法などを組み
合わせたりするなどして、活
動を工夫してつくる。
・場所や自然材の特徴を基
に造形的な活動を思い付
き、構成したり周囲の様子
を考え合わせたりしながら、
どのように活動するかにつ
いて考える。
・主体的に場所や、自然材
の特徴を生かして、よりすて
きな空間につくりかえる活
動に取り組み、つくりだす喜
びを味わうとともに、形や色
などに関わり楽しく豊かな
生活を創造しようとする。

2

・活動に応じて自然材を活用
するとともに、前学年までの材
料や用具についての経験や
技能を総合的に生かしたり、
方法などを組み合わせたりす
るなどして、活動を工夫してつ
くっている。
・動き、バランスなどを基に、
自分のイメージをもちながら、
場所や自然材の特徴を基に
造形的な活動を思い付き、構
成したり周囲の様子を考え合
わせたりしながら、どのように
活動するかについて考えてい
る。
・つくりだす喜びを味わい主体
的に場所や自然材の特徴を
生かして、よりすてきな空間に
つくりかえる学習活動に取り
組もうとしている。

◯ ◯ ◯

観察
発言
作品

（小５・６上）
「あんなところがこんな
ところに」

1 も
よ
う
か
ら
見
つ
け
て 39

・
40

・伝統の文様に触れたり見
たりするときの感覚や行為
を通して、動き、奥行き、バ
ランス、色の鮮やかさなどを
理解する。
・伝統の文様の造形的なよ
さや美しさ、表現の意図や
特 徴 な ど に つ い て 、 感 じ
取ったり考えたりし、自分の
見方や感じ方を深める。
・主体的に古くから生活の
中で親しまれてきた伝統の
文様のよさや美しさを味わ
う活動に取り組み、つくりだ
す喜びを味わうとともに、形
や色などに関わり楽しく豊
かな生活を創造しようとす
る。

4

・伝統の文様に触れたり見た
りするときの感覚や行為を通
して、動き、奥行
き、バランス、色の鮮やかさな
どを理解している。
・動き、奥行き、バランス、色
の鮮やかさなどを基に、自分
のイメージをもちながら、伝統
の文様の造形的なよさや美し
さ、表現の意図や特徴などに
ついて、感じ取ったり考えたり
し、自分の見方や感じ方を深
めている。
・つくりだす喜びを味わい主体
的に古くから生活の中で親し
まれてきた伝統の文様のよさ
や美しさを味わう学習活動に
取り組もうとしている。

◯ ◯ ◯

観察
発言
鑑賞カード

（小3・4下）
「体でかんしょう」

☆身の回りにある品々
の形や色、用途につい
て興味をもち、よさや
美しさを見つけさせる。

（中１）
絵や彫刻など
「自然とともにある日本の
美」
「特別展示室
風神雷神、自然と人と」

（中２・３）
デザインや工芸など
「季節感のある暮らしを楽
しむ」和菓子
学習を支える資料
「飛鳥・奈良時代の仏像」

1
・
2

版
で
広
が
る
わ
た
し
の
思
い

（
木
版
・
型
紙
・
消
し
ゴ
ム
版
　
選
択

）

46
・
47

・表現方法に応じて版画の
用具を活用するとともに、前
学年までの材料や用具に
ついての経験や技能を総合
的に生かしたり、表現に適
した方法などを組み合わせ
たりするなどして、表したい
ことに合わせて表し方を工
夫して表す。
・感じたこと、想像したこと、
見たことから、表したいこと
を見付け、形や色、構成の
美しさなどの感じなどを考え
ながら、どのように主題を表
すかについて考える。
・自分たちの作品の造形的
なよさや美しさ、表現の意
図や特徴、表し方の変化な
どについて、感じ取ったり考
えたりし、自分の見方や感
じ方を深める。
・主体的に自分の思いに
合った版や刷り方を考えて
表す活動に取り組み、つくり
だす喜びを味わうとともに、
形や色などに関わり楽しく
豊かな生活を創造しようと
する。

6

・表現方法に応じて版画の用
具を活用するとともに、前学
年までの材料や用具について
の経験や技能を総合的に生
かしたり、表現に適した方法
などを組み合わせたりするな
どして、表したいことに合わせ
て表し方を工夫して表してい
る。
・形や色などの造形的な特徴
を基に、自分のイメージをもち
ながら、感じたこと、想像した
こと、見たことから、表したいこ
とを見付け、形や色、構成の
美しさなどの感じなどを考えな
がら、どのように主題を表す
かについて考えている。
・形や色などの造形的な特徴
を基に、自分のイメージをもち
ながら、自分たちの作品の造
形的なよさや美しさ、表現の
意図や特徴、表し方の変化な
どについて、感じ取ったり考え
たりし、自分の見方や感じ方
を深めている。
・つくりだす喜びを味わい主体
的に自分の思いに合った版や
刷り方を考えて表す学習活動
に取り組もうとしている。

◯ ◯ ◯

観察
アイデアス
ケッチ
作品
作品カード
鑑賞カード

（小５・６上）
「ほり進めてぬり重ね
て」

☆下絵は、表したいこ
とが伝わるように整理
して描き、版木に写し
たら、彫るところと残す
ところを決めてから彫
るように指導する。

（中１）
絵や彫刻など
「写してあらわす版画の
魅力」

学習を支援する資料
「木でつくる・木を彫る」

（中２・３）
絵や彫刻など
「浮世絵から学ぶ江戸の
職人技」



2
・
3

あ

っ
た
ら
い
い
な
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト

（
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
で
　
選
択

） 50
・
51

・表現方法に応じて身辺材
や用具を活用するとともに、
前学年までの材料や用具
についての経験や技能を総
合的に生かしたり、表現に
適した方法などを組み合わ
せたりするなどして、表した
いことに合わせて、表し方を
工夫して表す。
・身の回りの社会の問題か
ら感じたこと、想像したこと、
見たこと、伝え合いたいこと
から、表したいことを見付
け、形や色、材料の特徴、
構成の美しさなどの感じな
どを考えながら、どのように
主題を表すかについて考え
る。
・主体的に願いを込めた学
校や町づくりを計画して表
す活動に取り組み、つくりだ
す喜びを味わうとともに、形
や色などに関わり楽しく豊
かな生活を創造しようとす
る。

4

・表現方法に応じて身辺材や
用具を活用するとともに、前
学年までの材料や用具につ
いての経験や技能を総合的
に生かしたり、表現に適した
方法などを組み合わせたりす
るなどして、表したいことに合
わせて、表し方を工夫して表
している。
・形や色などの造形的な特徴
を基に、自分のイメージをもち
ながら、身の回りの社会の問
題から感じたこと、想像したこ
と、見たこと、伝え合いたいこ
とから、表したいことを見付
け、形や色、材料の特徴、構
成の美しさなどの感じなどを
考えながら、どのように主題を
表すかについて考えている。
・つくりだす喜びを味わい主体
的に願いを込めた学校や町づ
くりを計画して表す学習活動
に取り組もうとしている。

◯ ◯ ◯

観察
作品
作品カード

（小５・６上）
「ふれて伝えるストー
リー」

☆どんな学校や町に
なったら、みんなが楽
しく幸せに暮らせる
か、設計図や模型で提
案させる。

（中１）
学習を支える資料
「発想のためのスケッチ
ブック」

（中２・３）
絵や彫刻など
「環境とともに生きる彫
刻」

総時間数 50



使

っ
て
楽
し
い
焼
き
物

28
・
29

・表現方法に応じて釉薬を
活用するとともに、切り糸、
かきべら、のし棒などにつ
いての経験や技能を総合
的に生かしたり、表現に適
した方法などを組み合わせ
たりするなどして、表したい
ことに合わせて表し方を工
夫して表す。
・粘土に触れて感じたこと、
使う様子を想像したこと、見
たことから、表したいことを
見付け、形や色、材料の特
徴、構成の美しさなどの感
じ、用途などを考えながら、
どのように主題を表すかに
ついて考える。
・実際に使うなどして自分た
ちの作品や生活の中の造
形などの造形的なよさや美
しさ、表現の意図や特徴、
表し方の変化などについ
て、感じ取ったり考えたり
し、自分の見方や感じ方を
深める。
・・主体的に用途を考えて、
楽しく使える焼き物をつくる
活動に取り組み、つくりだす
喜びを味わうとともに、形や
色などに関わり楽しく豊か
な生活を創造しようとする。

6

・表現方法に応じて釉薬を活
用するとともに、切り糸、かき
べら、のし棒などについての
経験や技能を総合的に生かし
たり、表現に適した方法などを
組み合わせたりするなどし
て、表したいことに合わせて表
し方を工夫して表している。
・動き、バランスなどを基に、
自分のイメージをもちながら、
粘土に触れて感じたこと、使う
様子を想像したこと、見たこと
から、表したいことを見付け、
形や色、材料の特徴、構成の
美しさなどの感じ、用途などを
考えながら、どのように主題を
表すかについて考えている。
・動き、バランスなどを基に、
自分のイメージをもちながら、
実際に使うなどして自分たち
の作品や生活の中の造形な
どの造形的なよさや美しさ、表
現の意図や特徴、表し方の変
化などについて、感じ取ったり
考えたりし、自分の見方や感
じ方を深めている。
・つくりだす喜びを味わい主体
的に用途を考えて、楽しく使え
る焼き物をつくる学習活動に
取り組もうとしている。

◯ ◯ ◯

観察
アイディアス
ケッチ
作品
鑑賞カード
作品カード

（小5・6上）
「紙から生まれるすて
きな明かり」

☆使う目的に合わせて
作り方を選ばせる。

（中１）
デザインや工芸など
「木のぬくもりと暮らす」

（中２・３）
デザインや工芸など
「心をともすあかり」
「手作りに込める思い」

固
ま

っ
た
形
か
ら

16
・
17

・表現方法に応じて布や液
体粘土を活用するとともに、
前学年までの水彩絵の具
や布についての経験や技
能を総合的に生かしたり、
表現に適した方法などを組
み合わせたりするなどして、
表したいことに合わせて表
し方を工夫して表す。
・布の形を変えたりいろいろ
な向きから見たりして、感じ
たこと、想像したことから、
表したいことを見付け、形や
色、材料の特徴、構成の美
しさなどの感じなどを考えな
がら、どのように主題を表
すかについて考える。
・主体的に布を固めた形か
ら想像を広げて表す活動に
取り組み、つくりだす喜びを
味わうとともに、形や色など
に関わり楽しく豊かな生活
を創造しようとする。

4

・表現方法に応じて布や液体
粘土を活用するとともに、前
学年までの水彩絵の具や布
についての経験や技能を総合
的に生かしたり、表現に適し
た方法などを組み合わせたり
するなどして、表したいことに
合わせて表し方を工夫して表
している。
・動き、バランスなどを基に、
自分のイメージをもちながら、
布の形を変えたりいろいろな
向きから見たりして、感じたこ
と、想像したことから、表した
いことを見付け、形や色、材
料の特徴、構成の美しさなど
の感じなどを考えながら、どの
ように主題を表すかについて
考えている。
・つくりだす喜びを味わい布を
固めた形から想像を広げて表
す学習活動に取り組もうとして
いる。

◯ ◯ ◯

作品
観察
作品カード

（小５・６上）
「けずって見つけたい
い形」

（中１）
デザインや工芸など
「生活の中の焼き物」
「粘土でつくる」

入れ替えて実施できる題材



感
じ
て
考
え
て

52
・
53

・表現方法に応じて材料や
用具を活用するとともに、前
学年までの材料や用具に
ついての経験や技能を総合
的に生かしたり、表現に適
した方法などを組み合わせ
たりするなどして、表したい
ことに合わせて表し方を工
夫して表す。
・材料に触れて感じたことか
ら、表したいことを見付け、
形や色、材料の特徴、構成
の美しさなどの感じなどを
考えながら、どのように主
題を表すかについて考え
る。
・主体的に手と心を働かせ
て、いろいろな材料を使って
表す活動に取り組み、つくり
だす喜びを味わうとともに、
形や色などに関わり楽しく
豊かな生活を創造しようと
する。

6

・表現方法に応じて材料や用
具を活用するとともに、前学
年までの材料や用具について
の経験や技能を総合的に生
かしたり、表現に適した方法
などを組み合わせたりするな
どして、表したいことに合わせ
て表し方を工夫して表してい
る。
・動き、奥行き、バランス、材
質感の違い、色の鮮やかさな
どを基に、自分のイメージをも
ちながら、材料に触れて感じ
たことから、表したいことを見
付け、形や色、材料の特徴、
構成の美しさなどの感じなど
を考えながら、どのように主題
を表すかについて考えてい
る。
・つくりだす喜びを味わい主体
的に手と心を働かせて、いろ
いろな材料を使って表す学習
活動に取り組もうとしている。

◯ ◯ ◯

観察
作品
作品カード

（小５・６上）
「消してかく」

（中１）
学習を支える資料
「さまざまな技法で描く」
「絵の具で描く」

（中２・３）
絵画や彫刻など
「形と色の挑戦」

水
の
流
れ
　
水
の
形

36
・
37

・表現方法に応じてガラスを
活用するとともに、前学年ま
での粘土や用具についての
経験や技能を総合的に生
かしたり、表現に適した方
法などを組み合わせたりす
るなどして、表したいことに
合わせて表し方を工夫して
表す。
・自分たちの作品の造形的
なよさや美しさ、表現の意
図や特徴、表し方の変化な
どについて、感じ取ったり考
えたりし、自分の見方や感
じ方を深める。
・主体的にガラスが溶けて
できる形や色の感じを生か
して表す活動に取り組み、
つくりだす喜びを味わうとと
もに、形や色などに関わり
楽しく豊かな生活を創造し
ようとする。

4

・表現方法に応じてガラスを活
用するとともに、前学年までの
粘土や用具についての経験
や技能を総合的に生かした
り、表現に適した方法などを
組み合わせたりするなどし
て、表したいことに合わせて表
し方を工夫して表している。
・動き、バランスなどを基に、
自分のイメージをもちながら、
自分たちの作品の造形的なよ
さや美しさ、表現の意図や特
徴、表し方の変化などについ
て、感じ取ったり考えたりし、
自分の見方や感じ方を深めて
いる。
・つくりだす喜びを味わい主体
的にガラスが溶けてできる形
や色の感じを生かして表す学
習活動に取り組もうとしてい
る。

◯ ◯ ◯

観察
作品
鑑賞カード
作品カード

（小3・4上）
「ねん土マイタウン」
・紙粘土でおまもりを
つくる。

（中１）
デザインや工芸など
「生活の中の焼き物｝
「粘土でつくる」

「火焔型土器」

言
葉
か
ら
想
像
を
広
げ
て

34
・
35

・表現方法に応じて水彩絵
の具を活用するとともに、描
画材などについての経験や
技能を総合的に生かした
り、表現に適した方法など
を組み合わせたりするなど
して、表したいことに合わせ
て表し方を工夫して表す。
・自分たちの作品の造形的
なよさや美しさ、表現の意
図や特徴、表し方の変化な
どについて、感じ取ったり考
えたりし、自分の見方や感
じ方を深める。
・主体的に詩や物語などを
読んで想像したことを絵に
表す活動に取り組み、つくり
だす喜びを味わうとともに、
形や色などに関わり楽しく
豊かな生活を創造しようと
する。

4

・表現方法に応じて水彩絵の
具を活用するとともに、描画
材などについての経験や技能
を総合的に生かしたり、表現
に適した方法などを組み合わ
せたりするなどして、表したい
ことに合わせて表し方を工夫
して表している。
・動き、奥行き、バランス、色
の鮮やかさなどを基に、自分
のイメージをもちながら、自分
たちの作品の造形的なよさや
美しさ、表現の意図や特徴、
表し方の変化などについて、
感じ取ったり考えたりし、自分
の見方や感じ方を深めてい
る。
・つくりだす喜びを味わい主体
的に詩や物語などを読んで想
像したことを絵に表す学習活
動に取り組もうとしている。

◯ ◯ ◯

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小５・６上）
「言葉から思いを広げ
て」

☆物語から想像して形
や色をとらえ、表した
いもののイメージをも
たせる。

（中１）
学習を支える資料
「絵の具で描く」
「さまざまな技法で描く」

（中２・３）
「形と色の挑戦」



未
来
の
わ
た
し

54
・
55

・表現方法に応じて針金や
ペンチを活用するとともに、
前学年までの材料や用具
についての経験や技能を総
合的に生かしたり、表現に
適した方法などを組み合わ
せたりするなどして、表した
いことに合わせて表し方を
工夫して表す。
・自分たちの作品の造形的
なよさや美しさ、表現の意
図や特徴、表し方の変化な
どについて、感じ取ったり考
えたりし、自分の見方や感
じ方を深める。
・主体的に未来の自分を想
像して立体に表す活動に取
り組み、つくりだす喜びを味
わうとともに、形や色などに
関わり楽しく豊かな生活を
創造しようとする。

4

・表現方法に応じて針金やペ
ンチを活用するとともに、前学
年までの材料や用具について
の経験や技能を総合的に生
かしたり、表現に適した方法
などを組み合わせたりするな
どして、表したいことに合わせ
て表し方を工夫して表してい
る。
・動き、バランス、色の鮮やか
さなどを基に、自分のイメージ
をもちながら、自分たちの作
品の造形的なよさや美しさ、
表現の意図や特徴、表し方の
変化などについて、感じ取っ
たり考えたりし、自分の見方
や感じ方を深めている。
・つくりだす喜びを味わ
い主体的に未来の自分を想
像して立体に表す学習活動に
取り組もうとしている。

◯ ◯ ◯

観察
作品
作品カード
鑑賞カード

（小５・６上）
「ミラクル！ミラーワー
ルド」
「のぞいてみると」

☆体と手足の長さのバ
ランスを考えて、針金
を長めに切り、針金と
針金をペンチで固く締
めて、しっかりした骨組
みを作らせる。

☆骨組みは、ステープ
ルで土台に打ち付けて
固定する。未来の自分
を想像し形にすること
で、そのことを目指して
努力しようという決意
につながるよう指導す
る。

（中１）
　　デザインや工芸
「生活の中の焼き物｝
「粘土でつくる」

（中２・３）
絵や彫刻など
「躍動感を捉えて」

「自画像、今を生きるあな
たへ」
手紙～拝啓十五の君へ
～


